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平成３０年度 看護学部１学年シラバス（後期） 

＜後期＞ 

自然科学（物理）            …P２～７ 

自然科学（化学）           …P８～１２ 

人間関係論             …P１３～１９  

生命倫理              …P２０～２４  

行政と医療・福祉・保健       …P２５～３０   

人体解剖生理学Ⅱ          …P３１～３５  

看護学の基本Ⅱ           …P３６～４１ 

保健情報演習            …P４１～４８  

看護の対象となる人々を理解する実習 …P４９～５４ 

体育Ⅰ               …P５５～６０  

美術                …P６１～６６  

  



2 

 

区分名：論理的思考力を培う 

科目名（英語名称含む）：自然科学（物理学）（Natural Science  (Physics）) 

教員名：  吉田 宏 

開講年次：１年次，学 期：2018 年度  後期 ，必修／選択：必修   

授業形態：講義 ，単位数：２単位 ，時間数：６０時間  

  

概要： 

数量的な感覚を養い，物理学における原理や法則，力学的な知恵が，より安全で楽な姿勢・

動作を可能にするため技術（ボディメカニクス）として，看護の現場で如何に応用されてい

るかを学ぶ。 

学習目標： 

1. 単位を使った計算ができる。 

2. 静止摩擦力，動摩擦力について説明できる 

3. 静止し続けるための条件を説明できる 

4. 体の中のあるテコについて説明できる 

5. 安定であるための条件を説明できる 

6. 衝撃を和らげるための工夫を説明できる 

7. ボディメカニクスについて概説できる 

8. 体位変換の方法を力学的な視点から説明できる 

学習アウトカムと科目達成レベル表 

学習アウトカム 科目達成レベル 

１．プロフェッショナル 

看護専門職者をめざす者として、それにふさわしい基本的な態度・姿勢の必要性を理解し、

行動できる。 

１） 看護倫理 

① 
生命倫理と看護の倫理の原則を理解し、そ

れに基づき、考え、行動できる。 

－ 

修得の機会が

ない 

 ② 

生命の尊厳や人権について理解し、人々の

意思決定を支え、擁護に向けた行動をとる

ことができる。 

２) 

習慣・服

装・品位/

礼儀 

① 
状況に適合した、服装、衛生観念、言葉遣

い、態度をとることができる。 

○ 

態度、習慣、価

値観を模擬的

に示せること

が単位認定の

要件である。   

② 
時間を厳守し、何事においても真摯に対応

し、積極性や誠実性を示すことができる。 

③ 
自らの誤り、不適切な行為を認識し、正す

ことができる。 
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３） 対人関係 ① 
他者に自分の価値観を押しつけず、常に敬

意を払って接することができる。 
－ 

修得する機会

がない   

４） 
法令等の規

範遵守 

① 
個人情報の取扱いに注意し、守秘義務を守

り、人々のプライバシーを尊重できる。 

● 

実践の基礎と

なる知識を示

せることが単

位認定の要件

である。  

② 
各種法令、大学等関連諸機関の規定を遵守

することができる。 

２．生涯学習 

看護専門職者として優れた洞察力と応用力を兼ね備え、看護学及び関連の広い分野の科学

的情報を収集・評価し、論理的思考の継続的改善を行うことができる。 

１） 
自己啓発と

自己鍛錬 

① 
看護学・医療の発展、人類の福祉に貢献

することの重要性を理解できる。 

● 

実践の基礎

となる知識

を示せるこ

とが単位認

定の要件で

ある。。   

② 
看護学に関する情報を、目的に合わせて

効率的に入手することができる。 

③ 

独立自尊の気風を養い、自己管理・自己

評価を行い、自身で責任を持って考え、

行動できる。 

④ 

自らのキャリアをデザインし，自己主導

型学習（自身の疑問や知識・技能不足を

認識し、自ら必要な学習）により、常に

自己の向上を図ることができる。 

３．人間関係の理解とコミュニケーション 

自己を内省する力を養うとともに、他者とのコミュニケーションを通して、他者を理解し、

互いの立場を尊重したよりよい人間関係を築くことができる。 

１） 

看護を必要

とする人々

とのコミュ

ニケーショ

ン 

① 
人々の生命、健康、生活について幅広い関

心を持ち、深く洞察することができる。 

 － 

修得の機会

がない 

 

② 
人々の社会的背景を理解して尊重するこ

とができる。 

③ 

看護専門職者としてふさわしいコミュニ

ケーションスキルを身につけ、実践でき

る。 

④ 
望ましい健康行動がとれるよう人々の意

思決定を支援することができる。 

２） ① 
人々の健康を支えるチームの一員に看護

の立場から参加し、他職種と協働できる。 
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チームでの

コミュニケ

ーション 

② 

チーム医療におけるリーダーシップの意

義と看護専門職者が果たす役割について

理解することができる。 

 

 

 

 － 

修得の機会

がない 

 

③ 

チームメンバーに対して、尊敬、共感、信

頼、誠実さを示し、看護専門職者としての

責任を果たす重要性を理解することがで

きる。 

④ 

人々に必要な看護が継続されるよう、医療

チームメンバーに適切に情報を提供する

重要性を理解することができる。 

4．知識とその応用 

看護専門職者の基盤となる知識を修得し、科学的根拠に基づき、看護の実践に応用できる。 

      
以下の科目の知識を修得し、学習内容を

説明できる。（学部コースツリー参照） 
    

１） 

豊かな感性

と倫理観を

もつ看護専

門職者 

① 感性を高める科目 

 ○ 

 模擬的な

場に知識を

応用できる

ことが単位

認定の要件

である。 

② 倫理性を高める科目 

③ 論理的思考能力を高める科目 

④ 表現力を培う科目 

２） 

創造性豊か

な看護専門

職者 

① 社会の理解を深める科目 

○ 

 模擬的な

場に知識を

応用できる

ことが単位

認定の要件

である。 

② 人間の理解を深める科目 

③ 人間の身体機能と病態を理解する科目 

④ 看護の基本となる科目 

⑤ 看護実践の基盤となる科目 

３） 
ニーズに対

応する実践
① 看護実践の応用となる科目 ○ 

 模擬的な

場に知識を
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能力を備え

た看護専門

職者 

② 看護の実践 
応用できる

ことが単位

認定の要件

である。 
③ 看護を統合する科目 

5．看護の実践      

人々が生活するあらゆる場において、あらゆる健康レベルの人々のニーズに基づいた看護

を実践することができる。 

   
  

１） 

人々のニー

ズに基づい

た看護の実

践 

① 

人々の健康レベルを、成長発達や日常生活

を取り巻く環境の観点で捉えることがで

きる。 

 ○ 

 模擬的な

場に知識を

応用できる

ことが単位

認定の要件

である。 

② 

人々が活用できる地域の社会資源、保健・

医療・福祉制度や関係機関の機能と連携に

ついて説明できる。 

③ 

人々の健康に関するニーズを明らかにす

るために、必要な情報を収集し、アセスメ

ントすることができる。 

④ 
健康問題に応じた、根拠に基づく看護を計

画することができる。 

⑤ 
安全で効果的なケアを探求し、あらゆる健

康段階に応じた看護を実践できる。 

⑥ 

看護の対象となる人々、保健医療福祉等の

専門職と協働して、人々がその健康問題を

解決することを支援することができる。 

⑦ 
看護実践を評価し、計画の修正を図ること

ができる。 

⑧ 

地域の人々の健康問題の解決のために、既

存の社会資源の改善や新たな社会資源の

開発、フォーマル・インフォーマルなサー

ビスのネットワーク化、システム化の重要

性を説明できる。 

6．地域社会への貢献 

（１）地域の特性を理解し、人々が住み慣れた地域や家庭で安心して生活できるよう、看護

専門職者としての役割を果たすことができる。 
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（２）福島での大規模複合災害から、災害時に必要となる種々の連携について学び、説明で

きる。 

１） 

地域の人々

の生命と暮

らしを守る 

① 

地域の特性やそこで暮らす人々の生活状

況を理解し、人々が抱える健康問題と関連

する要因や生活背景について説明できる。 
 － 

修得の機会

がない 

② 

人々とともに、安心して生活できる地域づ

くりを考え、そのために協働する看護専門

職者の役割について説明できる。 

２） 
福島の災害

から学ぶ 

① 

福島でおこった大規模複合災害を学び、必

要な医療・福祉・保健・行政をはじめとす

る各種連携の実際を理解し、説明できる。 

 － 
修得の機会

がない 

② 
放射線災害の実際を知り、放射線を科学的

に学び、適切に説明できる。 

③ 

放射線（および災害）に対する地域住民の

不安が理解でき、社会・地域住民とのリス

クコミュニケーションについて説明でき

る。 

7．看護学発展への貢献 

看護学領域での研究の意義や、科学的・論理的思考に基づいて看護学上の課題を解決する

ことの重要性を理解できる。 

１） 科学的・論理的思考 

① 
看護実践を通して、看護学上の

課題を考えることができる。 

 ● 

実践の基盤

となる知識

を示せるこ

とが単位認

定の要件で

ある。  

② 

科学的思考に基づいて看護学

上の課題を解決することの重

要性を説明できる。 

 

テキスト：  

平田雅子著 「完全版 ベッドサイドを科学する ― 看護にいかす物理学 ―」 Gakken      

参考書：  

 平田雅子（著） JJN スペシャル No.64 「臨床看護のなるほど！サイエンス」 医学書院 

 平田雅子（著） 「ベッドサイドに活かす 単位・量・数式のはなし」  Gakken  

 佐藤和艮（著） 「看護学のための物理学」 医学書院 

 

成績評価方法：出席，筆記試験などの方法により総合的に判定する。 
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その他（メッセージ等）：  

看護において，物理学の考え方はいろいろな場面で応用されています。「看護師・患者

ともに負担を軽減する看護動作はどうしたらよいのか」など，知識ではなく，自ら考え

柔軟な対応のできるような「知恵」を授業の中に見出していただければと思います。ま

た，わからないことがあればいつでも質問に来てください。 

授業内容(学習項目)  

回数 項目 内容（キーワード等） 

第１回 単位について 国際単位系（SI），質量と重さ，重さの単位，力の単位，

エネルギーの計算，カロリーとジュール  

第２回 力と摩擦，エネルギー 力の合成，力の分解，摩擦，エネルギーの単位 

第３回 トルク トルク，静止し続けるための条件 

第４回 体の中のてこ いろいろなてこ，僧帽筋，上腕二頭筋，腓腹筋，担架 

第５回 力学的安定性 重心，重心線，支持基底面、安定であるための条件 

第６回 運動量と衝撃 撃力，力積，衝撃を和らげるためには 

第７回 ボディメカニクス ボディメカニクス，体位変換 

第８回   

 

  



8 

 

区分名：論理的思考力を培う  

科目名（英語名称含む）：自然科学（化学）（Natural Science (Chemistry)） 

教員名：谷口 暢一 

開講年次：１年次，学 期：2018 年度 後期，必修／選択：必修   

授業形態：講義，単位数：２単位 ，時間数：６０時間 

  

概要：医療行為を行う上で、医薬品における化学物質に関する最低限の知識を習得する。内

容は、原子の構造、結合、酸と塩基、立体化学、有機化合物の反応性、環境ホルモンについ

て講義を行う。 

 

学習目標：化学物質の性質（原子の構造と結合、酸と塩基、立体化学、有機化合物の反応性、

環境ホルモン）に関して、簡単に説明できるようにする。 

  

学習アウトカムと科目達成レベル表 

学習アウトカム 科目達成レベル 

１．プロフェッショナル 

看護専門職者をめざす者として、それにふさわしい基本的な態度・姿勢の必要性を理解し、

行動できる。 

１） 看護倫理 

① 
生命倫理と看護の倫理の原則を理解し、そ

れに基づき、考え、行動できる。 

－ 
習得の機会が

ない 
② 

生命の尊厳や人権について理解し、人々の

意思決定を支え、擁護に向けた行動をとる

ことができる。 

２) 

習慣・服

装・品位/

礼儀 

① 
状況に適合した、服装、衛生観念、言葉遣

い、態度をとることができる。 

○ 

態度､習慣､価

値観を模擬的

に示せること

が単位認定の

要件である。 

② 
時間を厳守し、何事においても真摯に対応

し、積極性や誠実性を示すことができる。 

③ 
自らの誤り、不適切な行為を認識し、正す

ことができる。 

３） 対人関係 ① 
他者に自分の価値観を押しつけず、常に敬

意を払って接することができる。 
○ 〃 

４） 
法令等の規

範遵守 

① 
個人情報の取扱いに注意し、守秘義務を守

り、人々のプライバシーを尊重できる。 
○ 〃 

② 
各種法令、大学等関連諸機関の規定を遵守

することができる。 
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２．生涯学習 

看護専門職者として優れた洞察力と応用力を兼ね備え、看護学及び関連の広い分野の科学

的情報を収集・評価し、論理的思考の継続的改善を行うことができる。 

１） 
自己啓発と

自己鍛錬 

① 
看護学・医療の発展、人類の福祉に貢献

することの重要性を理解できる。 

△ 

修得の機会

があるが、

単位認定に

関係ない。 

② 
看護学に関する情報を、目的に合わせて

効率的に入手することができる。 

③ 

独立自尊の気風を養い、自己管理・自己

評価を行い、自身で責任を持って考え、

行動できる。 

④ 

自らのキャリアをデザインし，自己主導

型学習（自身の疑問や知識・技能不足を

認識し、自ら必要な学習）により、常に

自己の向上を図ることができる。 

３．人間関係の理解とコミュニケーション 

自己を内省する力を養うとともに、他者とのコミュニケーションを通して、他者を理解し、

互いの立場を尊重したよりよい人間関係を築くことができる。 

１） 

看護を必要

とする人々

とのコミュ

ニケーショ

ン 

① 
人々の生命、健康、生活について幅広い関

心を持ち、深く洞察することができる。 

－ 
習得の機会

がない 

② 
人々の社会的背景を理解して尊重するこ

とができる。 

③ 

看護専門職者としてふさわしいコミュニ

ケーションスキルを身につけ、実践でき

る。 

④ 
望ましい健康行動がとれるよう人々の意

思決定を支援することができる。 

２） 

チームでの

コミュニケ

ーション 

① 
人々の健康を支えるチームの一員に看護

の立場から参加し、他職種と協働できる。 

－ 
習得の機会

がない 

② 

チーム医療におけるリーダーシップの意

義と看護専門職者が果たす役割について

理解することができる。 

③ 

チームメンバーに対して、尊敬、共感、信

頼、誠実さを示し、看護専門職者としての

責任を果たす重要性を理解することがで

きる。 
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④ 

人々に必要な看護が継続されるよう、医療

チームメンバーに適切に情報を提供する

重要性を理解することができる。 

4．知識とその応用 

看護専門職者の基盤となる知識を修得し、科学的根拠に基づき、看護の実践に応用できる。 

      
以下の科目の知識を修得し、学習内容を

説明できる。（学部コースツリー参照） 
    

１） 

豊かな感性

と倫理観を

もつ看護専

門職者 

① 感性を高める科目 

● 

実践の基盤

となる知識

を示せるこ

とが単位認

定の要件で

ある。 

② 倫理性を高める科目 

③ 論理的思考能力を高める科目 

④ 表現力を培う科目 

２） 

創造性豊か

な看護専門

職者 

① 社会の理解を深める科目 

－ 
習得の機会

がない 

② 人間の理解を深める科目 

③ 人間の身体機能と病態を理解する科目 

④ 看護の基本となる科目 

⑤ 看護実践の基盤となる科目 

３） 

ニーズに対

応する実践

能力を備え

た看護専門

職者 

① 看護実践の応用となる科目 

 － 
習得の機会

がない 
② 看護の実践 

③ 看護を統合する科目 

5．看護の実践 

人々が生活するあらゆる場において、あらゆる健康レベルの人々のニーズに基づいた看護

を実践することができる。 
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１） 

人々のニー

ズに基づい

た看護の実

践 

① 

人々の健康レベルを、成長発達や日常生活

を取り巻く環境の観点で捉えることがで

きる。 

 － 
習得の機会

がない 

② 

人々が活用できる地域の社会資源、保健・

医療・福祉制度や関係機関の機能と連携に

ついて説明できる。 

③ 

人々の健康に関するニーズを明らかにす

るために、必要な情報を収集し、アセスメ

ントすることができる。 

④ 
健康問題に応じた、根拠に基づく看護を計

画することができる。 

⑤ 
安全で効果的なケアを探求し、あらゆる健

康段階に応じた看護を実践できる。 

⑥ 

看護の対象となる人々、保健医療福祉等の

専門職と協働して、人々がその健康問題を

解決することを支援することができる。 

⑦ 
看護実践を評価し、計画の修正を図ること

ができる。 

⑧ 

地域の人々の健康問題の解決のために、既

存の社会資源の改善や新たな社会資源の

開発、フォーマル・インフォーマルなサー

ビスのネットワーク化、システム化の重要

性を説明できる。 

6．地域社会への貢献 

（１）地域の特性を理解し、人々が住み慣れた地域や家庭で安心して生活できるよう、看護

専門職者としての役割を果たすことができる。 

（２）福島での大規模複合災害から、災害時に必要となる種々の連携について学び、説明で

きる。 

１） 

地域の人々

の生命と暮

らしを守る 

① 

地域の特性やそこで暮らす人々の生活状

況を理解し、人々が抱える健康問題と関連

する要因や生活背景について説明できる。 
 － 

習得の機会

がない 

② 

人々とともに、安心して生活できる地域づ

くりを考え、そのために協働する看護専門

職者の役割について説明できる。 
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２） 
福島の災害

から学ぶ 

① 

福島でおこった大規模複合災害を学び、必

要な医療・福祉・保健・行政をはじめとす

る各種連携の実際を理解し、説明できる。 

 － 
習得の機会

がない 

② 
放射線災害の実際を知り、放射線を科学的

に学び、適切に説明できる。 

③ 

放射線（および災害）に対する地域住民の

不安が理解でき、社会・地域住民とのリス

クコミュニケーションについて説明でき

る。 

7．看護学発展への貢献 

看護学領域での研究の意義や、科学的・論理的思考に基づいて看護学上の課題を解決する

ことの重要性を理解できる。 

１） 科学的・論理的思考 

① 
看護実践を通して、看護学上の

課題を考えることができる。 

● 

実践の基盤

となる知識

を示せるこ

とが単位認

定の要件で

ある。 

② 

科学的思考に基づいて看護学

上の課題を解決することの重

要性を説明できる。 

 

テキスト：指定しない     

参考書：J. McMURRY(著)、伊東、児玉(訳)「マクマリー有機化学概説」東京化学同人 

    Anthony T. Tu(著)「中毒学概論」じほう 

成績評価方法：試験、レポート等、総合的に判断する。 

その他（メッセージ等）：  

授業内容(学習項目)  

回数 項目 内容（キーワード等） 

第１回 原子の構造 原子、軌道 

第２回 原子の結合 結合様式（共有結合、イオン結合） 

第３回 酸と塩基 酸と塩基の定義 

第４回 立体化学 有機分子の立体構造 

第５回 有機化合物の反応 I 置換反応 

第６回 有機化合物の反応 II 付加反応 

第７回 天然物化学 生理活性物質（医薬品等）、環境ホルモン 

第８回 まとめ 試験 
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区分名：人間の理解を深める  

科目名（英語名称含む）：人間関係論（Human Relations） 

教員名：立柳聡   

開講年次：１年次，学 期：2018 年度  後期 ，必修／選択：選択   

授業形態：講義 ，単位数：1単位 ，時間数：15 時間  

  

概要：主として社会学、社会心理学、心理人類学の知見に拠りながら、人間関係について考

察する基礎知識、並びに、日本人の人間関係の特色とそれを育んできた背景と考えられるこ

とについて探究します。   

学習目標： 

一般目標； 社会・文化的な条件とその下に置かれた人間の心理や行動を、相関的に考察で

きるようになる。 

行動目標；１）人間関係について考える上で基本となる概念や理論を理解できるようになる。 

     ２）日本人の人間関係の特色を理解できるようになる。 

     ３）子どもの社会化や発達と人間関係の相関について、原理的に理解できるよう

になる。  

 

学習アウトカムと科目達成レベル表 

学習アウトカム 科目達成レベル 

１．プロフェッショナル 

看護専門職者をめざす者として、それにふさわしい基本的な態度・姿勢の必要性を理解し、

行動できる。 

１） 看護倫理 

① 
生命倫理と看護の倫理の原則を理解し、そ

れに基づき、考え、行動できる。 

― 
修得の機会が

ない。 
② 

生命の尊厳や人権について理解し、人々の

意思決定を支え、擁護に向けた行動をとる

ことができる。 

２) 

習慣・服

装・品位/

礼儀 

① 
状況に適合した、服装、衛生観念、言葉遣

い、態度をとることができる。 

― 
修得の機会が

ない。  
② 

時間を厳守し、何事においても真摯に対応

し、積極性や誠実性を示すことができる。 

③ 
自らの誤り、不適切な行為を認識し、正す

ことができる。 

３） 対人関係 ① 
他者に自分の価値観を押しつけず、常に敬

意を払って接することができる。 
● 

実践の基盤と

なる知識を示



14 

 

せることが単

位認定の要件

である。  

４） 
法令等の規

範遵守 

① 
個人情報の取扱いに注意し、守秘義務を守

り、人々のプライバシーを尊重できる。 
― 

修得の機会が

ない。  
② 

各種法令、大学等関連諸機関の規定を遵守

することができる。 

２．生涯学習 

看護専門職者として優れた洞察力と応用力を兼ね備え、看護学及び関連の広い分野の科学

的情報を収集・評価し、論理的思考の継続的改善を行うことができる。 

１） 
自己啓発と

自己鍛錬 

① 
看護学・医療の発展、人類の福祉に貢献

することの重要性を理解できる。 

● 

実践の基盤

となる知識

を示せるこ

とが単位認

定の要件で

ある。  

② 
看護学に関する情報を、目的に合わせて

効率的に入手することができる。 

③ 

独立自尊の気風を養い、自己管理・自己

評価を行い、自身で責任を持って考え、

行動できる。 

④ 

自らのキャリアをデザインし，自己主導

型学習（自身の疑問や知識・技能不足を

認識し、自ら必要な学習）により、常に

自己の向上を図ることができる。 

３．人間関係の理解とコミュニケーション 

自己を内省する力を養うとともに、他者とのコミュニケーションを通して、他者を理解し、

互いの立場を尊重したよりよい人間関係を築くことができる。 

１） 

看護を必要

とする人々

とのコミュ

ニケーショ

ン 

① 
人々の生命、健康、生活について幅広い関

心を持ち、深く洞察することができる。 

 ● 

 実践の基

盤となる知

識を示せる

ことが単位

認定の要件

である。  

② 
人々の社会的背景を理解して尊重するこ

とができる。 

③ 

看護専門職者としてふさわしいコミュニ

ケーションスキルを身につけ、実践でき

る。 

④ 
望ましい健康行動がとれるよう人々の意

思決定を支援することができる。 

２） ① 
人々の健康を支えるチームの一員に看護

の立場から参加し、他職種と協働できる。 

 ― 

  

修得の機会

がない。 
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チームでの

コミュニケ

ーション 

② 

チーム医療におけるリーダーシップの意

義と看護専門職者が果たす役割について

理解することができる。 

③ 

チームメンバーに対して、尊敬、共感、信

頼、誠実さを示し、看護専門職者としての

責任を果たす重要性を理解することがで

きる。 

④ 

人々に必要な看護が継続されるよう、医療

チームメンバーに適切に情報を提供する

重要性を理解することができる。 

4．知識とその応用 

看護専門職者の基盤となる知識を修得し、科学的根拠に基づき、看護の実践に応用できる。 

      
以下の科目の知識を修得し、学習内容を

説明できる。（学部コースツリー参照） 
    

１） 

豊かな感性

と倫理観を

もつ看護専

門職者 

① 感性を高める科目 

 ◎ 

看護の場に

知識を応用

できること

が単位認定

の要件であ

る。 

② 倫理性を高める科目 

③ 論理的思考能力を高める科目 

④ 表現力を培う科目 

２） 

創造性豊か

な看護専門

職者 

① 社会の理解を深める科目 

◎ 

看護の場に

知識を応用

できること

が単位認定

の要件であ

る。 

② 人間の理解を深める科目 

③ 人間の身体機能と病態を理解する科目 

④ 看護の基本となる科目 

⑤ 看護実践の基盤となる科目 

３） 
ニーズに対

応する実践
① 看護実践の応用となる科目  ― 

修得の機会

がない。 
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能力を備え

た看護専門

職者 

② 看護の実践 

③ 看護を統合する科目 

5．看護の実践 

人々が生活するあらゆる場において、あらゆる健康レベルの人々のニーズに基づいた看護

を実践することができる。 

１） 

人々のニー

ズに基づい

た看護の実

践 

① 

人々の健康レベルを、成長発達や日常生活

を取り巻く環境の観点で捉えることがで

きる。 

 ― 
修得の機会

がない。 

② 

人々が活用できる地域の社会資源、保健・

医療・福祉制度や関係機関の機能と連携に

ついて説明できる。 

③ 

人々の健康に関するニーズを明らかにす

るために、必要な情報を収集し、アセスメ

ントすることができる。 

④ 
健康問題に応じた、根拠に基づく看護を計

画することができる。 

⑤ 
安全で効果的なケアを探求し、あらゆる健

康段階に応じた看護を実践できる。 

⑥ 

看護の対象となる人々、保健医療福祉等の

専門職と協働して、人々がその健康問題を

解決することを支援することができる。 

⑦ 
看護実践を評価し、計画の修正を図ること

ができる。 

⑧ 

地域の人々の健康問題の解決のために、既

存の社会資源の改善や新たな社会資源の

開発、フォーマル・インフォーマルなサー

ビスのネットワーク化、システム化の重要

性を説明できる。 

6．地域社会への貢献 

（１）地域の特性を理解し、人々が住み慣れた地域や家庭で安心して生活できるよう、看護

専門職者としての役割を果たすことができる。 
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（２）福島での大規模複合災害から、災害時に必要となる種々の連携について学び、説明で

きる。 

１） 

地域の人々

の生命と暮

らしを守る 

① 

地域の特性やそこで暮らす人々の生活状

況を理解し、人々が抱える健康問題と関連

する要因や生活背景について説明できる。 
 ◎ 

実践できる

ことが単位

認定の要件

である。 ② 

人々とともに、安心して生活できる地域づ

くりを考え、そのために協働する看護専門

職者の役割について説明できる。 

２） 
福島の災害

から学ぶ 

① 

福島でおこった大規模複合災害を学び、必

要な医療・福祉・保健・行政をはじめとす

る各種連携の実際を理解し、説明できる。 

 ― 
修得の機会

がない。 

② 
放射線災害の実際を知り、放射線を科学的

に学び、適切に説明できる。 

③ 

放射線（および災害）に対する地域住民の

不安が理解でき、社会・地域住民とのリス

クコミュニケーションについて説明でき

る。 

7．看護学発展への貢献 

看護学領域での研究の意義や、科学的・論理的思考に基づいて看護学上の課題を解決する

ことの重要性を理解できる。 

１） 科学的・論理的思考 

① 
看護実践を通して、看護学上の

課題を考えることができる。 

 ― 
修得の機会

がない。 
② 

科学的思考に基づいて看護学

上の課題を解決することの重

要性を説明できる。 

 

テキスト：必要に応じ、順次、プリントを配布します。       

参考書：講義を踏まえ、適時、紹介していきます。  

成績評価方法： 

１） 出席状況、フィードバックペーパーとレポートの内容、各種の減点によって、総合的

に判定します。詳細は開講時に説明します。なお、受講者が比較的少数で、ゼミナール

型の展開となる場合は、別途判定の基準を設けることとしますが、詳細は開講時に説明

します。 

２） 欠席は原則として認めません。欠席された場合は、その日の講義の要点をまとめた自

己学習報告書を所定の日までに提出していただきます。万一未提出となった場合は、減
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点とします。なお、内容に問題がある場合は、必要に応じ、個別の呼び出しをさせてい

ただき、問題点の指導に当たります。 

３） 科目担当者の判断として、レポートの再提出の機械は設けません。皆さんの運命を決

する国家試験に再試験はありません。前哨戦と位置づけて、真剣勝負に挑む心構えを培

うトレーニングと思ってほしいと期待です。 

４） 万一、不合格となった場合は、有志の方々のみを対象に、１月に特設講座を開設し、

再履修していただきます。ゼミナールかチュートリアルで鍛えます。その上でレポート

を提出していただき、２月に成果を評価し、合否判定を行います。なお、これをもって

ラストチャンスといたします。 

５） その他、諸々の詳細は、開講時に説明します。 

その他（メッセージ等）：  

１） 回りの様子見＝主体性を欠いた発言・判断・行動、並びに、気楽、安易、暢気な態度

には厳しく措置します。 

２） 命に向き合うに相応しい人間のあり方に常にこだわり、講座の運営に当たります。私

語、授業中の中抜けなどの迷惑行為に対しては、厳しく措置します。 

３） 部活の都合は一切考慮しません。 

４） 本講座は選択科目であるため、開講してみないと受講者数や顔ぶれがわかりません。

それによって展開方法も変わってきます。上掲の授業内容は、講義中心の展開となった

場合のことを想定してまとめていますので、順番の入れ替えや差し替え、対話型の方法

の採用など、多少とも変更になる可能性があることを予めご理解ください。 

５） できれば人間関係について考察する何らかの社会調査にも取り組んでみたいと思い

ます。 

６） 選択科目において折々に生じる嫌いがありますが、開講してからの履修放棄は、グル

ープワークの展開に支障を与えるなど、他の履修者の皆さんに大きな迷惑をかけるこ

とにもなりますので、２年生以降の履修計画も念頭に置き、しっかりと検討の上、履修

するか否かを決めると共に、決めた以上は意欲的に学習してください。 

 

授業内容(学習項目)  

回数 項目 内容（キーワード等） 

第１回 人間関係論の事はじめ 

―オリエンテーション

と基礎知識の整理― 

一定の社会・文化的条件とその下に置かれた人間の心

理や行動との相関を考察していくに当たり、最も基本

的でたいせつとみられる概念を、話題に即していくつ

か整理してみたいと思います。 

あなたはお母さんとお父さんとどちらが一段と好き

ですか？どうして違いが生じるのだろう… 

第２回 家族の中の人間関係 一見すると宿命的な関係のようにみえる各家族員同
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―亭主関白。友だち夫

婦・かかあ天下の違い

はなぜ起きる？前編― 

士の人間関係も、丁寧にみていくと、つながりの強弱

やいずれにイニシアチブがあるかなど、結構違いがあ

ることがわかります。その背景を探ってみたいと思い

ます。 

第３回 家族の中の人間関係 

―亭主関白。友だち夫

婦・かかあ天下の違い

はなぜ起きる？後編― 

第２回の続きを講じます。 

第４回 子どもの育て方の違い

と育ち方の違い 

―子どもの社会化と文

化の相関― 

子どもの育ちは親や社会のあり方や関わり方から大

きな影響を受けると言われています。日本人の子ども

たちはどんな時期にどのような人間関係を経験し、社

会化するのでしょうか。それは他の民族にも当てはま

ることでしょうか。考えてみたいと思います。 

第５回 子どもの発達を促す人

間関係 

未来の担い手である子どもたちが健やかに育つ上で

も、人間関係は重大な役割を担っています。どのよう

な質を伴った子どもと大人との人間関係が、子どもの

発達を促すのか。それを保障されることが子どもの権

利の確信であるとも言われます。どういうことなの

か、お話をしたいと思います。 

第６回 人間関係づくりの不思

議 

―偏見や差別はどのよ

うに生じるのだろう？

― 

人間関係は、仲睦まじく深められていくとは限りませ

ん。人間関係づくりがうまく進まなくなったり、逆に

壊れていく場合もあります。そこにはどんなからくり

が潜んでいるのでしょうか。考えてみたいと思いま

す。 

第７回 日本人の人間関係の特

色・その１ 

―東日本と西日本に違

いはあるか？― 

しばしば東日本と西日本の文化の違いが話題になり

ますが、人間関係なり、その網の目である社会のあり

方にもそうした違いを見出すことはできるのでしょ

うか。違いあがるとしたら、それを生み出しているも

のは何なのでしょうか。あなたは、県民性はあると思

いますか？ 

第８回 日本人の人間関係の特

色・その２ 

―日本人の人間関係づ

くりに特色を与えてい

るもの― 

学史を振り返ってみると、様々な日本人論が、今回の

項目のことを扱ってきました。「恩」、「義理」、「人情」、

「甘え」、「仲間意識」等など、有名なキーワードも多々

生まれました。ことわざにも人間関係に関わるものが

様々あります。例えば、そうしたものに注目すると、

どんなことがみえてくるでしょうか？考えてみよう。 
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区分名：倫理性を高める  

科目名（英語名称含む）：生命倫理（ Bioethics ） 

教員名：太田 操   

開講年次：１年次，学 期：2017 年度 後期 ，必修／選択：必修   

授業形態：講義 ，単位数：１単位 ，時間数：１５時間  

  

概要：生命倫理は、生命科学や医療分野において、道徳的価値や原理に照らして人間と人間・

自然・環境・社会との関係を体系的に探求する学問である。医療現場の倫理的事例から「生」

とは、「死」とは、「生命」とは何かという根源的な問いを探求する。   

学習目標：1)生命倫理を学ぶ意義について説明できる。 

2)医療現場で直面する倫理問題を説明できる。  

     3)自己を含めた各々の価値観の多様性を理解できる。 

 

学習アウトカムと科目達成レベル表 

学習アウトカム 科目達成レベル 

１．プロフェッショナル 

看護専門職者をめざす者として、それにふさわしい基本的な態度・姿勢の必要性を理解し、

行動できる。 

１） 看護倫理 

① 
生命倫理と看護の倫理の原則を理解し、そ

れに基づき、考え、行動できる。 

〇 

態度､習慣､価

値観を模擬的

に示せること

が単位認定の

要件である。 

② 

生命の尊厳や人権について理解し、人々の

意思決定を支え、擁護に向けた行動をとる

ことができる。 

２) 

習慣・服

装・品位/

礼儀 

① 
状況に適合した、服装、衛生観念、言葉遣

い、態度をとることができる。 

〇   〃 ② 
時間を厳守し、何事においても真摯に対応

し、積極性や誠実性を示すことができる。 

③ 
自らの誤り、不適切な行為を認識し、正す

ことができる。 

３） 対人関係 ① 
他者に自分の価値観を押しつけず、常に敬

意を払って接することができる。 
〇   〃 

４） 
法令等の規

範遵守 

① 
個人情報の取扱いに注意し、守秘義務を守

り、人々のプライバシーを尊重できる。 
〇   〃 

② 
各種法令、大学等関連諸機関の規定を遵守

することができる。 
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２．生涯学習 

看護専門職者として優れた洞察力と応用力を兼ね備え、看護学及び関連の広い分野の科学

的情報を収集・評価し、論理的思考の継続的改善を行うことができる。 

１） 
自己啓発と

自己鍛錬 

① 
看護学・医療の発展、人類の福祉に貢献

することの重要性を理解できる。 

△ 

修得の機会

があるが、

単位認定に

関係ない。 

② 
看護学に関する情報を、目的に合わせて

効率的に入手することができる。 

③ 

独立自尊の気風を養い、自己管理・自己

評価を行い、自身で責任を持って考え、

行動できる。 

④ 

自らのキャリアをデザインし，自己主導

型学習（自身の疑問や知識・技能不足を

認識し、自ら必要な学習）により、常に

自己の向上を図ることができる。 

３．人間関係の理解とコミュニケーション 

自己を内省する力を養うとともに、他者とのコミュニケーションを通して、他者を理解し、

互いの立場を尊重したよりよい人間関係を築くことができる。 

１） 

看護を必要

とする人々

とのコミュ

ニケーショ

ン 

① 
人々の生命、健康、生活について幅広い関

心を持ち、深く洞察することができる。 

 △ 

修得の機会

があるが、

単位認定に

関係ない。  

② 
人々の社会的背景を理解して尊重するこ

とができる。 

③ 

看護専門職者としてふさわしいコミュニ

ケーションスキルを身につけ、実践でき

る。 

④ 
望ましい健康行動がとれるよう人々の意

思決定を支援することができる。 

２） 

チームでの

コミュニケ

ーション 

① 
人々の健康を支えるチームの一員に看護

の立場から参加し、他職種と協働できる。 

  

 － 

修得の機会

がない 

② 

チーム医療におけるリーダーシップの意

義と看護専門職者が果たす役割について

理解することができる。 

③ 

チームメンバーに対して、尊敬、共感、信

頼、誠実さを示し、看護専門職者としての

責任を果たす重要性を理解することがで

きる。 
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④ 

人々に必要な看護が継続されるよう、医療

チームメンバーに適切に情報を提供する

重要性を理解することができる。 

4．知識とその応用 

看護専門職者の基盤となる知識を修得し、科学的根拠に基づき、看護の実践に応用できる。 

      
以下の科目の知識を修得し、学習内容を

説明できる。（学部コースツリー参照） 
    

１） 

豊かな感性

と倫理観を

もつ看護専

門職者 

① 感性を高める科目 

 ● 

実践の基盤

となる知識

を示せるこ

とが単位認

定の要件で

ある。  

② 倫理性を高める科目 

③ 論理的思考能力を高める科目 

④ 表現力を培う科目 

２） 

創造性豊か

な看護専門

職者 

① 社会の理解を深める科目 

 － 
修得の機会

がない 

② 人間の理解を深める科目 

③ 人間の身体機能と病態を理解する科目 

④ 看護の基本となる科目 

⑤ 看護実践の基盤となる科目 

３） 

ニーズに対

応する実践

能力を備え

た看護専門

職者 

① 看護実践の応用となる科目 

 － 
修得の機会

がない 
② 看護の実践 

③ 看護を統合する科目 

5．看護の実践 

人々が生活するあらゆる場において、あらゆる健康レベルの人々のニーズに基づいた看護

を実践することができる。 
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１） 

人々のニー

ズに基づい

た看護の実

践 

① 

人々の健康レベルを、成長発達や日常生活

を取り巻く環境の観点で捉えることがで

きる。 

 － 
修得の機会

がない 

② 

人々が活用できる地域の社会資源、保健・

医療・福祉制度や関係機関の機能と連携に

ついて説明できる。 

③ 

人々の健康に関するニーズを明らかにす

るために、必要な情報を収集し、アセスメ

ントすることができる。 

④ 
健康問題に応じた、根拠に基づく看護を計

画することができる。 

⑤ 
安全で効果的なケアを探求し、あらゆる健

康段階に応じた看護を実践できる。 

⑥ 

看護の対象となる人々、保健医療福祉等の

専門職と協働して、人々がその健康問題を

解決することを支援することができる。 

⑦ 
看護実践を評価し、計画の修正を図ること

ができる。 

⑧ 

地域の人々の健康問題の解決のために、既

存の社会資源の改善や新たな社会資源の

開発、フォーマル・インフォーマルなサー

ビスのネットワーク化、システム化の重要

性を説明できる。 

6．地域社会への貢献 

（１）地域の特性を理解し、人々が住み慣れた地域や家庭で安心して生活できるよう、看護

専門職者としての役割を果たすことができる。 

（２）福島での大規模複合災害から、災害時に必要となる種々の連携について学び、説明で

きる。 

１） 

地域の人々

の生命と暮

らしを守る 

① 

地域の特性やそこで暮らす人々の生活状

況を理解し、人々が抱える健康問題と関連

する要因や生活背景について説明できる。 
 － 

修得の機会

がない 

② 

人々とともに、安心して生活できる地域づ

くりを考え、そのために協働する看護専門

職者の役割について説明できる。 
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２） 
福島の災害

から学ぶ 

① 

福島でおこった大規模複合災害を学び、必

要な医療・福祉・保健・行政をはじめとす

る各種連携の実際を理解し、説明できる。 

 － 
修得の機会

がない  

② 
放射線災害の実際を知り、放射線を科学的

に学び、適切に説明できる。 

③ 

放射線（および災害）に対する地域住民の

不安が理解でき、社会・地域住民とのリス

クコミュニケーションについて説明でき

る。 

7．看護学発展への貢献 

看護学領域での研究の意義や、科学的・論理的思考に基づいて看護学上の課題を解決する

ことの重要性を理解できる。 

１） 科学的・論理的思考 

① 
看護実践を通して、看護学上の

課題を考えることができる。 

 － 
修得の機会

がない  
② 

科学的思考に基づいて看護学

上の課題を解決することの重

要性を説明できる。 

テキスト：指定しない。 

参考書：開講時に提示する。 

成績評価方法：授業への参加度と期末レポートにより評価する。 

その他（メッセージ等）：各回のテーマは、1 つの正解が出るものではない。柔軟な思考や

発想と積極的な参加を期待する。  

授業内容(学習項目)  

回数 項目 内容（キーワード等） 

第１回 生命倫理とは 生命倫理誕生の背景、学習の意義 

第２回 生命倫理の課題(1) 生命倫理の視点からの医療の構造 

第３回 生命倫理の課題(2) いのちの始まりに関する生命倫理、生殖技術・人工妊

娠中絶等 

第４回 生命倫理の課題(3) 治療の選択、死の定義等 

第５回 倫理に関する基本理念 倫理原則、正義について、自己決定に関する議論 

第６回 生命倫理における看護

の責任 

看護における倫理的機能、倫理的場面における看護師

の役割 

第７回 ディベート  

第８回 まとめ  
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区分名：社会の理解を深める 

科目名（英語名称含む）：行政と医療・福祉・保健  

 （Administration, health care, welfare and health） 

教員名： 柴 田 邦 昭 

開講年次：１年次，学 期：2018 年度  前期 ，必修／選択：必修   

授業形態：講義演習実習 ，単位数：１単位 ，時間数：１５時間  

  

概要：行政が行う、基本的な社会福祉の制度を分野ごとに学ぶ。また、核分野での医療保険

関連事業を学ぶ。 

 

学習目標：１）社会福祉の大枠を理解する。 

     ２）社会福祉の行政機能を理解する。 

     ３）行政政策・制度を地域として習得する。 

     ４）医療保険と福祉制度との総合化を理解する。 

 

学習アウトカムと科目達成レベル表 

学習アウトカム 科目達成レベル 

１．プロフェッショナル 

看護専門職者をめざす者として、それにふさわしい基本的な態度・姿勢の必要性を理解し、

行動できる。 

１） 看護倫理 

① 
生命倫理と看護の倫理の原則を理解し、そ

れに基づき、考え、行動できる。 

△ 

修得の機会が

あるが、単位

認定に関係な

い 
② 

生命の尊厳や人権について理解し、人々の

意思決定を支え、擁護に向けた行動をとる

ことができる。 

２) 

習慣・服

装・品位/

礼儀 

① 
状況に適合した、服装、衛生観念、言葉遣

い、態度をとることができる。 

― 
修得の機会が

ない 
② 

時間を厳守し、何事においても真摯に対応

し、積極性や誠実性を示すことができる。 

③ 
自らの誤り、不適切な行為を認識し、正す

ことができる。 

３） 対人関係 ① 
他者に自分の価値観を押しつけず、常に敬

意を払って接することができる。 
△ 

修得の機会が

あるが、単位
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認定に関係な

い 

４） 
法令等の規

範遵守 

① 
個人情報の取扱いに注意し、守秘義務を守

り、人々のプライバシーを尊重できる。 
△ 

修得の機会が

あるが、単位

認定に関係な

い 
② 

各種法令、大学等関連諸機関の規定を遵守

することができる。 

２．生涯学習 

看護専門職者として優れた洞察力と応用力を兼ね備え、看護学及び関連の広い分野の科学

的情報を収集・評価し、論理的思考の継続的改善を行うことができる。 

１） 
自己啓発と

自己鍛錬 

① 
看護学・医療の発展、人類の福祉に貢献

することの重要性を理解できる。 

― 
修得の機会

がない 

② 
看護学に関する情報を、目的に合わせて

効率的に入手することができる。 

③ 

独立自尊の気風を養い、自己管理・自己

評価を行い、自身で責任を持って考え、

行動できる。 

④ 

自らのキャリアをデザインし，自己主導

型学習（自身の疑問や知識・技能不足を

認識し、自ら必要な学習）により、常に

自己の向上を図ることができる。 

３．人間関係の理解とコミュニケーション 

自己を内省する力を養うとともに、他者とのコミュニケーションを通して、他者を理解し、

互いの立場を尊重したよりよい人間関係を築くことができる。 

１） 

看護を必要

とする人々

とのコミュ

ニケーショ

ン 

① 
人々の生命、健康、生活について幅広い関

心を持ち、深く洞察することができる。 

 － 
修得の機会

がない 

② 
人々の社会的背景を理解して尊重するこ

とができる。 

③ 

看護専門職者としてふさわしいコミュニ

ケーションスキルを身につけ、実践でき

る。 

④ 
望ましい健康行動がとれるよう人々の意

思決定を支援することができる。 

２） ① 
人々の健康を支えるチームの一員に看護

の立場から参加し、他職種と協働できる。 

  

 － 

修得の機会

がない 
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チームでの

コミュニケ

ーション 

② 

チーム医療におけるリーダーシップの意

義と看護専門職者が果たす役割について

理解することができる。 

③ 

チームメンバーに対して、尊敬、共感、信

頼、誠実さを示し、看護専門職者としての

責任を果たす重要性を理解することがで

きる。 

④ 

人々に必要な看護が継続されるよう、医療

チームメンバーに適切に情報を提供する

重要性を理解することができる。 

4．知識とその応用 

看護専門職者の基盤となる知識を修得し、科学的根拠に基づき、看護の実践に応用できる。 

      
以下の科目の知識を修得し、学習内容を

説明できる。（学部コースツリー参照） 
    

１） 

豊かな感性

と倫理観を

もつ看護専

門職者 

① 感性を高める科目 

 － 
修得の機会

がない 

② 倫理性を高める科目 

③ 論理的思考能力を高める科目 

④ 表現力を培う科目 

２） 

創造性豊か

な看護専門

職者 

① 社会の理解を深める科目 

〇 

実践の基盤

となる知識

を示せるこ

とが単位認

定の要件で

ある。 

② 人間の理解を深める科目 

③ 人間の身体機能と病態を理解する科目 

④ 看護の基本となる科目 

⑤ 看護実践の基盤となる科目 

３） 
ニーズに対

応する実践
① 看護実践の応用となる科目  ― 

修得の機会

がない 
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能力を備え

た看護専門

職者 

② 看護の実践 

③ 看護を統合する科目 

5．看護の実践 

人々が生活するあらゆる場において、あらゆる健康レベルの人々のニーズに基づいた看護

を実践することができる。 

１） 

人々のニー

ズに基づい

た看護の実

践 

① 

人々の健康レベルを、成長発達や日常生活

を取り巻く環境の観点で捉えることがで

きる。 

 △ 

修得の機会

があるが、

単位認定に

関係ない 

② 

人々が活用できる地域の社会資源、保健・

医療・福祉制度や関係機関の機能と連携に

ついて説明できる。 

③ 

人々の健康に関するニーズを明らかにす

るために、必要な情報を収集し、アセスメ

ントすることができる。 

④ 
健康問題に応じた、根拠に基づく看護を計

画することができる。 

⑤ 
安全で効果的なケアを探求し、あらゆる健

康段階に応じた看護を実践できる。 

⑥ 

看護の対象となる人々、保健医療福祉等の

専門職と協働して、人々がその健康問題を

解決することを支援することができる。 

⑦ 
看護実践を評価し、計画の修正を図ること

ができる。 

⑧ 

地域の人々の健康問題の解決のために、既

存の社会資源の改善や新たな社会資源の

開発、フォーマル・インフォーマルなサー

ビスのネットワーク化、システム化の重要

性を説明できる。 

6．地域社会への貢献 

（１）地域の特性を理解し、人々が住み慣れた地域や家庭で安心して生活できるよう、看護

専門職者としての役割を果たすことができる。 
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（２）福島での大規模複合災害から、災害時に必要となる種々の連携について学び、説明で

きる。 

１） 

地域の人々

の生命と暮

らしを守る 

① 

地域の特性やそこで暮らす人々の生活状

況を理解し、人々が抱える健康問題と関連

する要因や生活背景について説明できる。 
 △ 

修得の機会

があるが、

単位認定に

関係ない ② 

人々とともに、安心して生活できる地域づ

くりを考え、そのために協働する看護専門

職者の役割について説明できる。 

２） 
福島の災害

から学ぶ 

① 

福島でおこった大規模複合災害を学び、必

要な医療・福祉・保健・行政をはじめとす

る各種連携の実際を理解し、説明できる。 

 △ 

修得の機会

があるが、

単位認定に

関係ない 

② 
放射線災害の実際を知り、放射線を科学的

に学び、適切に説明できる。 

③ 

放射線（および災害）に対する地域住民の

不安が理解でき、社会・地域住民とのリス

クコミュニケーションについて説明でき

る。 

7．看護学発展への貢献 

看護学領域での研究の意義や、科学的・論理的思考に基づいて看護学上の課題を解決する

ことの重要性を理解できる。 

１） 科学的・論理的思考 

① 
看護実践を通して、看護学上の

課題を考えることができる。 

 － 
修得の機会

がない 
② 

科学的思考に基づいて看護学

上の課題を解決することの重

要性を説明できる。 

 

テキスト： テキストはなく講義資料を配布する。 

参考書： 適時支持する 

成績評価方法：レポートを課して、総合評価を行う。 

その他（メッセージ等）：  

授業内容(学習項目)  

回数 項目 内容（キーワード等） 

第１回 社会保障の体系 社会保険 公的扶助 社会福祉 

第２回 社会福祉の法制度 福祉六法及び関連法律 

第３回 行政機関 福祉事務所 児童相談所 相談機関 
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第４回 福祉サービス 措置制度、契約に基づくサービス 

第５回 低所得者を取り巻く状況 自立支援 

第６回 低所得者福祉 生活保護制度 

第７回 社会保険（１） 年金保険 

第８回 社会保険（２） 医療保険 
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区分名：  

科目名（英語名称含む）：人体解剖生理学Ⅱ（Human anatomy & physiologyⅡ） 

教員名：  本多たかし 

開講年次：１年次，学 期：2018 年度  後期 ，必修   

授業形態：講義演習 ，単位数：2単位 ，時間数：30 時間  

  

概要：正常な人体の構造と機能を理解する。 

学習目標： 

① 消化器系の構造と機能を理解する。 ⑤ 感覚器系の構造と機能を理解する。 

② 泌尿器系の構造と機能を理解する。 ⑥ 生殖器系の構造と機能を理解する。 

③ 神経系の構造と機能を理解する。  ⑦ 人体発生の知識を理解する。 

④ 内分泌系の構造と機能を理解する。 

 

学習アウトカムと科目達成レベル表 

学習アウトカム 科目達成レベル 

１．プロフェッショナル 

看護専門職者をめざす者として、それにふさわしい基本的な態度・姿勢の必要性を理解し、

行動できる。 

１） 看護倫理 

① 
生命倫理と看護の倫理の原則を理解し、そ

れに基づき、考え、行動できる。 

― 
修得の機会が

ない 
② 

生命の尊厳や人権について理解し、人々の

意思決定を支え、擁護に向けた行動をとる

ことができる。 

２) 

習慣・服

装・品位/

礼儀 

① 
状況に適合した、服装、衛生観念、言葉遣

い、態度をとることができる。 

― 
修得の機会が

ない 
② 

時間を厳守し、何事においても真摯に対応

し、積極性や誠実性を示すことができる。 

③ 
自らの誤り、不適切な行為を認識し、正す

ことができる。 

３） 対人関係 ① 
他者に自分の価値観を押しつけず、常に敬

意を払って接することができる。 
― 

修得の機会が

ない 

４） 
法令等の規

範遵守 

① 
個人情報の取扱いに注意し、守秘義務を守

り、人々のプライバシーを尊重できる。 
― 

修得の機会が

ない 
② 

各種法令、大学等関連諸機関の規定を遵守

することができる。 
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２．生涯学習 

看護専門職者として優れた洞察力と応用力を兼ね備え、看護学及び関連の広い分野の科学

的情報を収集・評価し、論理的思考の継続的改善を行うことができる。 

１） 
自己啓発と

自己鍛錬 

① 
看護学・医療の発展、人類の福祉に貢献

することの重要性を理解できる。 

― 
修得の機会

がない 

② 
看護学に関する情報を、目的に合わせて

効率的に入手することができる。 

③ 

独立自尊の気風を養い、自己管理・自己

評価を行い、自身で責任を持って考え、

行動できる。 

④ 

自らのキャリアをデザインし，自己主導

型学習（自身の疑問や知識・技能不足を

認識し、自ら必要な学習）により、常に

自己の向上を図ることができる。 

３．人間関係の理解とコミュニケーション 

自己を内省する力を養うとともに、他者とのコミュニケーションを通して、他者を理解し、

互いの立場を尊重したよりよい人間関係を築くことができる。 

１） 

看護を必要

とする人々

とのコミュ

ニケーショ

ン 

① 
人々の生命、健康、生活について幅広い関

心を持ち、深く洞察することができる。 

― 
修得の機会

がない 

② 
人々の社会的背景を理解して尊重するこ

とができる。 

③ 

看護専門職者としてふさわしいコミュニ

ケーションスキルを身につけ、実践でき

る。 

④ 
望ましい健康行動がとれるよう人々の意

思決定を支援することができる。 

２） 

チームでの

コミュニケ

ーション 

① 
人々の健康を支えるチームの一員に看護

の立場から参加し、他職種と協働できる。 

― 
修得の機会

がない 

② 

チーム医療におけるリーダーシップの意

義と看護専門職者が果たす役割について

理解することができる。 

③ 

チームメンバーに対して、尊敬、共感、信

頼、誠実さを示し、看護専門職者としての

責任を果たす重要性を理解することがで

きる。 
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④ 

人々に必要な看護が継続されるよう、医療

チームメンバーに適切に情報を提供する

重要性を理解することができる。 

4．知識とその応用 

看護専門職者の基盤となる知識を修得し、科学的根拠に基づき、看護の実践に応用できる。 

      
以下の科目の知識を修得し、学習内容を

説明できる。（学部コースツリー参照） 
    

１） 

豊かな感性

と倫理観を

もつ看護専

門職者 

① 感性を高める科目 

― 
修得の機会

がない 

② 倫理性を高める科目 

③ 論理的思考能力を高める科目 

④ 表現力を培う科目 

２） 

創造性豊か

な看護専門

職者 

① 社会の理解を深める科目 

 ○ 

模擬的な場

に知識を応

用できるこ

とが単位認

定の要件で

ある 

② 人間の理解を深める科目 

③ 人間の身体機能と病態を理解する科目 

④ 看護の基本となる科目 

⑤ 看護実践の基盤となる科目 

３） 

ニーズに対

応する実践

能力を備え

た看護専門

職者 

① 看護実践の応用となる科目 

― 
修得の機会

がない 
② 看護の実践 

③ 看護を統合する科目 

5．看護の実践 

人々が生活するあらゆる場において、あらゆる健康レベルの人々のニーズに基づいた看護

を実践することができる。 
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１） 

人々のニー

ズに基づい

た看護の実

践 

① 

人々の健康レベルを、成長発達や日常生活

を取り巻く環境の観点で捉えることがで

きる。 

― 
修得の機会

がない 

② 

人々が活用できる地域の社会資源、保健・

医療・福祉制度や関係機関の機能と連携に

ついて説明できる。 

③ 

人々の健康に関するニーズを明らかにす

るために、必要な情報を収集し、アセスメ

ントすることができる。 

④ 
健康問題に応じた、根拠に基づく看護を計

画することができる。 

⑤ 
安全で効果的なケアを探求し、あらゆる健

康段階に応じた看護を実践できる。 

⑥ 

看護の対象となる人々、保健医療福祉等の

専門職と協働して、人々がその健康問題を

解決することを支援することができる。 

⑦ 
看護実践を評価し、計画の修正を図ること

ができる。 

⑧ 

地域の人々の健康問題の解決のために、既

存の社会資源の改善や新たな社会資源の

開発、フォーマル・インフォーマルなサー

ビスのネットワーク化、システム化の重要

性を説明できる。 

6．地域社会への貢献 

（１）地域の特性を理解し、人々が住み慣れた地域や家庭で安心して生活できるよう、看護

専門職者としての役割を果たすことができる。 

（２）福島での大規模複合災害から、災害時に必要となる種々の連携について学び、説明で

きる。 

１） 

地域の人々

の生命と暮

らしを守る 

① 

地域の特性やそこで暮らす人々の生活状

況を理解し、人々が抱える健康問題と関連

する要因や生活背景について説明できる。 
― 

修得の機会

がない 

② 

人々とともに、安心して生活できる地域づ

くりを考え、そのために協働する看護専門

職者の役割について説明できる。 
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２） 
福島の災害

から学ぶ 

① 

福島でおこった大規模複合災害を学び、必

要な医療・福祉・保健・行政をはじめとす

る各種連携の実際を理解し、説明できる。 

― 
修得の機会

がない 

② 
放射線災害の実際を知り、放射線を科学的

に学び、適切に説明できる。 

③ 

放射線（および災害）に対する地域住民の

不安が理解でき、社会・地域住民とのリス

クコミュニケーションについて説明でき

る。 

7．看護学発展への貢献 

看護学領域での研究の意義や、科学的・論理的思考に基づいて看護学上の課題を解決する

ことの重要性を理解できる。 

１） 科学的・論理的思考 

① 
看護実践を通して、看護学上の

課題を考えることができる。 

― 
修得の機会

がない 
② 

科学的思考に基づいて看護学

上の課題を解決することの重

要性を説明できる。 

 

テキスト：特に指定しない。 

参考書 ：講義中に随時提示する。 

成績評価方法：試験期間における筆記試験、随時実施するレポートを等分評価する。 

その他（メッセージ等）：理由の如何によらず、欠席は認めない。欠席した場合には、当日

の講義の主題に関するレポートを提出し、判定を受けること。 

授業内容(学習項目)  

回数 項目 内容（キーワード等） 

第１回 消化 消化管、消化腺、肝臓、堪能、膵臓、腹膜 

第２回 泌尿と排泄 腎臓、腎機能、尿管、膀胱、尿道、肛門 

第３回 神経 神経組織、中枢神経、末梢神経 

第４回 恒常性 自律神経、内分泌系、視床下部-下垂体-副腎系 

第５回 調節 代謝調節、体温 

第６回 感覚 一般体性感覚、視覚、聴覚 

第７回 生殖 生殖細胞、男性生殖器、女性生殖器 

第８回 人体発生 月経周期、受精、着床、妊娠、胎児発生 
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区分名：看護の基本となる科目  

科目名（英語名称含む）： 看護学の基本Ⅱ   （  Basics of nursing Ⅱ   ） 

教員名： 木下美佐子  

開講年次：１年次，学 期：２０１８年度  後期 ，必修／選択：必修   

授業形態：演習 ，単位数：１単位 ，時間数：３０時間  

  

概要：この科目では、看護の対象を理解し、看護を進めていく方法としての看護過程を学 

びます。看護過程は、対象の個別性・特殊性を身体的・精神的・社会的側面から系

統的・科学的に理解し、人間関係を基盤として看護を実践していくプロセスです。

事例を通して、具体的な展開方法を個人ワークとグループワークで学習します。  

学習目標：看護実践を進めていくために必要な看護過程の基本的な展開方法を習得する。 

行動目標 

１． 対象理解と看護実践の基礎となる看護過程を理解する。 

２． 看護過程の展開に必要な系統的思考プロセスを理解する。 

３． 紙上事例患者に対して看護過程を適応する。 

４． 身近な人を対象にした健康問題、ウエルネスついて看護過程を活用する。 

 

 

学習アウトカムと科目達成レベル表 

学習アウトカム 科目達成レベル 

１．プロフェッショナル 

看護専門職者をめざす者として、それにふさわしい基本的な態度・姿勢の必要性を理解し、

行動できる。 

１） 看護倫理 

① 
生命倫理と看護の倫理の原則を理解し、そ

れに基づき、考え、行動できる。 

● 

実践の基盤と

なる知識を示

せることが単

位認定の要件

である 

② 

生命の尊厳や人権について理解し、人々の

意思決定を支え、擁護に向けた行動をとる

ことができる。 

２) 

習慣・服

装・品位/

礼儀 

① 
状況に適合した、服装、衛生観念、言葉遣

い、態度をとることができる。 

● 

実践の基盤と

なる知識を示

せることが単

位認定の要件

である 

② 
時間を厳守し、何事においても真摯に対応

し、積極性や誠実性を示すことができる。 

③ 
自らの誤り、不適切な行為を認識し、正す

ことができる。 
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３） 対人関係 ① 
他者に自分の価値観を押しつけず、常に敬

意を払って接することができる。 
● 

実践の基盤と

なる知識を示

せることが単

位認定の要件

である 

４） 
法令等の規

範遵守 

① 
個人情報の取扱いに注意し、守秘義務を守

り、人々のプライバシーを尊重できる。 

○ 

態度、習慣、価

値観を模擬的

に示せること

が単位認定の

要件である 

② 
各種法令、大学等関連諸機関の規定を遵守

することができる。 

２．生涯学習 

看護専門職者として優れた洞察力と応用力を兼ね備え、看護学及び関連の広い分野の科学

的情報を収集・評価し、論理的思考の継続的改善を行うことができる。 

１） 
自己啓発と

自己鍛錬 

① 
看護学・医療の発展、人類の福祉に貢献

することの重要性を理解できる。 

○ 

基盤となる

態度、習慣

スキルを示

せることが

単位認定の

要件である 

② 
看護学に関する情報を、目的に合わせて

効率的に入手することができる。 

③ 

独立自尊の気風を養い、自己管理・自己

評価を行い、自身で責任を持って考え、

行動できる。 

④ 

自らのキャリアをデザインし，自己主導

型学習（自身の疑問や知識・技能不足を

認識し、自ら必要な学習）により、常に

自己の向上を図ることができる。 

３．人間関係の理解とコミュニケーション 

自己を内省する力を養うとともに、他者とのコミュニケーションを通して、他者を理解し、

互いの立場を尊重したよりよい人間関係を築くことができる。 

１） 

看護を必要

とする人々

とのコミュ

ニケーショ

ン 

① 
人々の生命、健康、生活について幅広い関

心を持ち、深く洞察することができる。 

 ○ 

基盤となる

態度、スキ

ルを示せる

ことが単位

認定の要件

である 

② 
人々の社会的背景を理解して尊重するこ

とができる。 

③ 

看護専門職者としてふさわしいコミュニ

ケーションスキルを身につけ、実践でき

る。 
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④ 
望ましい健康行動がとれるよう人々の意

思決定を支援することができる。 

２） 

チームでの

コミュニケ

ーション 

① 
人々の健康を支えるチームの一員に看護

の立場から参加し、他職種と協働できる。 

 ○ 

  

基盤となる

態度、スキ

ルを示せる

ことが単位

認定の要件

である 

② 

チーム医療におけるリーダーシップの意

義と看護専門職者が果たす役割について

理解することができる。 

③ 

チームメンバーに対して、尊敬、共感、信

頼、誠実さを示し、看護専門職者としての

責任を果たす重要性を理解することがで

きる。 

④ 

人々に必要な看護が継続されるよう、医療

チームメンバーに適切に情報を提供する

重要性を理解することができる。 

4．知識とその応用 

看護専門職者の基盤となる知識を修得し、科学的根拠に基づき、看護の実践に応用できる。 

      
以下の科目の知識を修得し、学習内容を

説明できる。（学部コースツリー参照） 
    

１） 

豊かな感性

と倫理観を

もつ看護専

門職者 

① 感性を高める科目 

 ○ 

模擬的な場

で実践でき

ることが単

位認定の要

件である 

② 倫理性を高める科目 

③ 論理的思考能力を高める科目 

④ 表現力を培う科目 

２） 

創造性豊か

な看護専門

職者 

① 社会の理解を深める科目 

○ 

模擬的な場

で実践でき

ることが単

位認定の要

件である 

② 人間の理解を深める科目 

③ 人間の身体機能と病態を理解する科目 

④ 看護の基本となる科目 
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⑤ 看護実践の基盤となる科目 

３） 

ニーズに対

応する実践

能力を備え

た看護専門

職者 

① 看護実践の応用となる科目 

 ● 

基盤となる

知識を示せ

ることが単

位認定の要

件である 

② 看護の実践 

③ 看護を統合する科目 

5．看護の実践 

人々が生活するあらゆる場において、あらゆる健康レベルの人々のニーズに基づいた看護

を実践することができる。 

１） 

人々のニー

ズに基づい

た看護の実

践 

① 

人々の健康レベルを、成長発達や日常生活

を取り巻く環境の観点で捉えることがで

きる。 

 ◎ 

看護の一部

として実践

できること

が単位認定

の要件であ

る 

② 

人々が活用できる地域の社会資源、保健・

医療・福祉制度や関係機関の機能と連携に

ついて説明できる。 

③ 

人々の健康に関するニーズを明らかにす

るために、必要な情報を収集し、アセスメ

ントすることができる。 

④ 
健康問題に応じた、根拠に基づく看護を計

画することができる。 

⑤ 
安全で効果的なケアを探求し、あらゆる健

康段階に応じた看護を実践できる。 

⑥ 

看護の対象となる人々、保健医療福祉等の

専門職と協働して、人々がその健康問題を

解決することを支援することができる。 

⑦ 
看護実践を評価し、計画の修正を図ること

ができる。 

⑧ 

地域の人々の健康問題の解決のために、既

存の社会資源の改善や新たな社会資源の

開発、フォーマル・インフォーマルなサー

ビスのネットワーク化、システム化の重要

性を説明できる。 
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6．地域社会への貢献 

（１）地域の特性を理解し、人々が住み慣れた地域や家庭で安心して生活できるよう、看護

専門職者としての役割を果たすことができる。 

（２）福島での大規模複合災害から、災害時に必要となる種々の連携について学び、説明で

きる。 

１） 

地域の人々

の生命と暮

らしを守る 

① 

地域の特性やそこで暮らす人々の生活状

況を理解し、人々が抱える健康問題と関連

する要因や生活背景について説明できる。 
 ○ 

模擬的な場

で実践でき

ることが単

位認定の要

件である 
② 

人々とともに、安心して生活できる地域づ

くりを考え、そのために協働する看護専門

職者の役割について説明できる。 

２） 
福島の災害

から学ぶ 

① 

福島でおこった大規模複合災害を学び、必

要な医療・福祉・保健・行政をはじめとす

る各種連携の実際を理解し、説明できる。 

 △ 

修得の機会

はあるが、

単位認定に

関係ない 

② 
放射線災害の実際を知り、放射線を科学的

に学び、適切に説明できる。 

③ 

放射線（および災害）に対する地域住民の

不安が理解でき、社会・地域住民とのリス

クコミュニケーションについて説明でき

る。 

7．看護学発展への貢献 

看護学領域での研究の意義や、科学的・論理的思考に基づいて看護学上の課題を解決する

ことの重要性を理解できる。 

１） 科学的・論理的思考 

① 
看護実践を通して、看護学上の

課題を考えることができる。 

 ○ 

実践の基盤

となる知識

を示せるこ

とが単位認

定の要件で

ある 

② 

科学的思考に基づいて看護学

上の課題を解決することの重

要性を説明できる。 
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テキスト： ロザリンダ・アルファロールフィーヴア著、本郷久美子監訳：基本から学ぶ看護 

過程と看護診断（第７版）、医学書院   

参考書：①秋葉公子他著：看護過程を使ったヘンダーソン看護論の実践〔第 4 版〕、NOVELLE 

HIROKAWA 

②高木永子監修：看護過程に沿った対症看護（第 4版）、GaKKen 

    その他授業内で紹介します。 

成績評価方法：筆記試験、授業の出席状況と授業の参加態度、パフォーマンス課題を総合 

して評価します。 

その他（メッセージ等）： パフォーマンス課題は、身近な人または自分に対する健康上の

課題解決に向けた計画実施になります。看護過程の全体を理解して課題に取り組んでくだ

さい。 

 

授業内容(学習項目)  

回 項   目 内 容（キーワード等） 

１ 
オリエンテーション、看護過程の

概要 

看護過程の構成要素、クリテイカルシン

キング 

２ アセスメントについて（１） アセスメントの視点と観察点 

３ アセスメントについて（２） 情報収集、情報の確認 

４ アセスメントについて（３） 分類、整理、分析、解釈 

５ 看護上の問題点について（１） 看護問題 全体像と関連図 

６ 看護上の問題点について（２） 看護問題の明確化 

７ 看護計画について（１） 優先順位、目標設定、援助方法 

８ 看護計画について（２） 援助方法（O-P  T-P  E-P） 

９ 実施･評価について 援助の実施と目標への到達度評価 

10 看護過程と看護記録 看護記録の SOAP、クリテイカルパス 

11 事例展開①アセスメント グループワーク 

12 ②アセスメント グループワーク 

13 ③看護上の問題、全体像の描写 グループワーク 

14 ④看護計画立案 グループワーク 

15 事例展開：発表会  まとめ 
グループワーク発表 

パフォーマンス課題提出 
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区分名：論理的思考力を培う 

科目名（英語名称含む）：保健情報演習（Biostatistics Lab） 

教員名：後藤あや、（医）村上道夫 

開講年次：１年次，学期：2018 年度 後期 ，必修／選択：必修 

授業形態：講義，単位数：２単位 ，時間数：60時間 

 

概要： 

情報学の演習は、統計学（1年前期）および疫学（2年前期）とシリーズになっており、こ

の３つの講義と演習を通して、エビデンスに基づく保健医療が提供できる知識と技術が身

につくことを目指します。 

 エビデンスとは、日本語にすると「根拠」です。保健医療サービスは、その効果が科学的

に明らかであるもの、つまりエビデンスが検証されたものを提供することが望まれます。こ

こでエビデンスとは、数値だけではなく、人々の声（文章）のデータも含みます。 

 情報科学の演習では、実際にクラス内で教員が提示するトピックについてアンケート調

査を行い、データを入力、分析、結果をまとめて発表し、さらには発表した結果が聞き手に

どのように受け止められるかまで確認します。 

 

学習目標： 

一般目標 

エビデンスに基づく保健医療が提供できるようになるために、データを収集、分析、提示、

読み取るための基礎的な技術を身につける。 

具体的目標 

1. ヘルスリテラシーについて概説できる。 

2. リスクコミュニケーションについて概説できる。 

3. アンケートが作成できる。 

4. データ入力ができる。 

5. データの集計とクロス集計ができる。 

6. 目的に応じた図表が作成できる。 

7. リーフレットが作成できる。 

8. 効果的な発表ができる。 

 

  



43 

 

学習アウトカムと科目達成レベル表 

学習アウトカム 科目達成レベル 

１．プロフェッショナル 

看護専門職者をめざす者として、それにふさわしい基本的な態度・姿勢の必要性を理解し、

行動できる。 

１） 看護倫理 

① 
生命倫理と看護の倫理の原則を理解し、そ

れに基づき、考え、行動できる。 

― 
修得の機会が

ない。 
② 

生命の尊厳や人権について理解し、人々の

意思決定を支え、擁護に向けた行動をとる

ことができる。 

２) 

習慣・服

装・品位/

礼儀 

① 
状況に適合した、服装、衛生観念、言葉遣

い、態度をとることができる。 

○ 

態度、習慣、価

値観を模擬的

に示せること

が単位認定の

要件である 

② 
時間を厳守し、何事においても真摯に対応

し、積極性や誠実性を示すことができる。 

③ 
自らの誤り、不適切な行為を認識し、正す

ことができる。 

３） 対人関係 ① 
他者に自分の価値観を押しつけず、常に敬

意を払って接することができる。 
○ 同上 

４） 
法令等の規

範遵守 

① 
個人情報の取扱いに注意し、守秘義務を守

り、人々のプライバシーを尊重できる。 

○ 

態度、習慣、価

値観を模擬的

に示せること

が単位認定の

要件である 

② 
各種法令、大学等関連諸機関の規定を遵守

することができる。 

２．生涯学習 

看護専門職者として優れた洞察力と応用力を兼ね備え、看護学及び関連の広い分野の科学

的情報を収集・評価し、論理的思考の継続的改善を行うことができる。 

１） 
自己啓発と

自己鍛錬 

① 
看護学・医療の発展、人類の福祉に貢献

することの重要性を理解できる。 

△ 

修得の機会が

あるが、単位

認定に関係な

い  

② 
看護学に関する情報を、目的に合わせて

効率的に入手することができる。 

③ 

独立自尊の気風を養い、自己管理・自己

評価を行い、自身で責任を持って考え、

行動できる。 
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④ 

自らのキャリアをデザインし，自己主導

型学習（自身の疑問や知識・技能不足を

認識し、自ら必要な学習）により、常に

自己の向上を図ることができる。 

３．人間関係の理解とコミュニケーション 

自己を内省する力を養うとともに、他者とのコミュニケーションを通して、他者を理解し、

互いの立場を尊重したよりよい人間関係を築くことができる。 

１） 

看護を必要

とする人々

とのコミュ

ニケーショ

ン 

① 
人々の生命、健康、生活について幅広い関

心を持ち、深く洞察することができる。 

△ 

修得の機会が

あるが、単位

認定に関係な

い 

② 
人々の社会的背景を理解して尊重するこ

とができる。 

③ 

看護専門職者としてふさわしいコミュニ

ケーションスキルを身につけ、実践でき

る。 

④ 
望ましい健康行動がとれるよう人々の意

思決定を支援することができる。 

２） 

チームでの

コミュニケ

ーション 

① 
人々の健康を支えるチームの一員に看護

の立場から参加し、他職種と協働できる。 

― 
修得の機会が

ない。 

② 

チーム医療におけるリーダーシップの意

義と看護専門職者が果たす役割について

理解することができる。 

③ 

チームメンバーに対して、尊敬、共感、信

頼、誠実さを示し、看護専門職者としての

責任を果たす重要性を理解することがで

きる。 

④ 

人々に必要な看護が継続されるよう、医療

チームメンバーに適切に情報を提供する

重要性を理解することができる。 

4．知識とその応用 

看護専門職者の基盤となる知識を修得し、科学的根拠に基づき、看護の実践に応用できる。 

      
以下の科目の知識を修得し、学習内容を

説明できる。（学部コースツリー参照） 
    

１） 
豊かな感性

と倫理観を
① 感性を高める科目 ◎ 

看護の場に 

知識を応用 
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もつ看護専

門職者 
② 倫理性を高める科目 

できること 

が単位認定 

の要件であ 

る 
③ 論理的思考能力を高める科目 

④ 表現力を培う科目 

２） 

創造性豊か

な看護専門

職者 

① 社会の理解を深める科目 

― 
修得の機会が

ない。 

② 人間の理解を深める科目 

③ 人間の身体機能と病態を理解する科目 

④ 看護の基本となる科目 

⑤ 看護実践の基盤となる科目 

３） 

ニーズに対

応する実践

能力を備え

た看護専門

職者 

① 看護実践の応用となる科目 

― 
修得の機会が

ない。 
② 看護の実践 

③ 看護を統合する科目 

5．看護の実践 

人々が生活するあらゆる場において、あらゆる健康レベルの人々のニーズに基づいた看護

を実践することができる。 

１） 

人々のニー

ズに基づい

た看護の実

践 

① 

人々の健康レベルを、成長発達や日常生活

を取り巻く環境の観点で捉えることがで

きる。 

◎ 

看護の一部 

として実践 

できること 

が単位認定 

の要件であ 

る 

② 

人々が活用できる地域の社会資源、保健・

医療・福祉制度や関係機関の機能と連携に

ついて説明できる。 

③ 

人々の健康に関するニーズを明らかにす

るために、必要な情報を収集し、アセスメ

ントすることができる。 
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④ 
健康問題に応じた、根拠に基づく看護を計

画することができる。 

⑤ 
安全で効果的なケアを探求し、あらゆる健

康段階に応じた看護を実践できる。 

⑥ 

看護の対象となる人々、保健医療福祉等の

専門職と協働して、人々がその健康問題を

解決することを支援することができる。 

⑦ 
看護実践を評価し、計画の修正を図ること

ができる。 

⑧ 

地域の人々の健康問題の解決のために、既

存の社会資源の改善や新たな社会資源の

開発、フォーマル・インフォーマルなサー

ビスのネットワーク化、システム化の重要

性を説明できる。 

6．地域社会への貢献 

（１）地域の特性を理解し、人々が住み慣れた地域や家庭で安心して生活できるよう、看護

専門職者としての役割を果たすことができる。 

（２）福島での大規模複合災害から、災害時に必要となる種々の連携について学び、説明で

きる。 

１） 

地域の人々

の生命と暮

らしを守る 

① 

地域の特性やそこで暮らす人々の生活状

況を理解し、人々が抱える健康問題と関連

する要因や生活背景について説明できる。 
― 

修得の機会が

ない。 

② 

人々とともに、安心して生活できる地域づ

くりを考え、そのために協働する看護専門

職者の役割について説明できる。 

２） 
福島の災害

から学ぶ 

① 

福島でおこった大規模複合災害を学び、必

要な医療・福祉・保健・行政をはじめとす

る各種連携の実際を理解し、説明できる。 

― 
修得の機会が

ない。 

② 
放射線災害の実際を知り、放射線を科学的

に学び、適切に説明できる。 

③ 

放射線（および災害）に対する地域住民の

不安が理解でき、社会・地域住民とのリス

クコミュニケーションについて説明でき

る。 

7．看護学発展への貢献 
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看護学領域での研究の意義や、科学的・論理的思考に基づいて看護学上の課題を解決する

ことの重要性を理解できる。 

１） 科学的・論理的思考 

① 
看護実践を通して、看護学上の

課題を考えることができる。 

○ 

理解と計画立

案が単位認定

の要件である ② 

科学的思考に基づいて看護学

上の課題を解決することの重

要性を説明できる。 

 

テキスト： 

※配布資料を中心に演習を進めます。 

 

参考書： 

対馬栄輝（著）．SPSS で学ぶ医療系データ解析：分析内容の理解と手順解説、バランスのと

れた医療統計入門．東京図書． 

 

成績評価方法： 

出席と演習への取り組み、提出物で総合的に評価します。講義時間内で終わらなかった作業

は、指定の日時までに提出してください。 

 

その他（メッセージ等）： 

シリーズとしている３つの講義どれにおいても、グループ演習への積極的な参加を求めま

す。講義を聞くだけでなく、自分で考え、使うことで、知識と技術は定着します。 

※各自４GB 程度の USB メモリーを用意しておくこと。 

 

授業内容(学習項目) 

回数 項目 内容（キーワード等） 

1, 2, 3 演習の説明、ヘルスリテラシー概

論・演習 

リテラシー、ニューメラシー、リーダビ

リティ、CCI 

4, 5, 6 リスクコミュニケーション概論 リスク評価、リスク管理、リスクコミュ

ニケーション、対話 

7, 8 コンピューターシステムの説明、

アンケートのテーマについて文献

検索、アンケート作成 

Word、医学中央雑誌 

9, 10 配布、入力、回収、データ出力 Excel 

11-16 単純集計、クロス集計、推定、検定 Excel、OpenEpi、(SPSS) 

17, 18 テキストマイニング、図表作成、関 KH coder, Excel 
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連資料収集 

19-22 発表資料（学会形式の要旨・一般向

けリーフレット）作成 

PowerPoint 

23-26 発表会、評価アンケート集計  

27-30 評価アンケートの集計、リスクコ

ミュニケーションの視点からのま

とめ 
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区分名：看護の基本となる科目 

科目名（英語名称含む）：看護の対象となる人々を理解する実習 

（ Practice to understand the people to be nursed ） 

教員名： 堀内輝子 木下美佐子 川島理恵 丸山育子 田中啓子 林紋美 

開講年次：１年次，学 期：2018 年度  後期 ，必修／選択：必修 

授業形態：実習 ，単位数：1単位 ，時間数：45 時間  

  

概要：地域で生活する人々とかかわり、積極的な関心を向けながら、対象の健康状態の多様

性、現在の生活やこれまでのプロセスの多様性を理解する。  

 

学習目標： 

 対象に積極的な関心を向ける。 

 対象の健康状態の多様性を理解する。 

  対象の現在の生活やこれまでのプロセスの多様性を理解する。 

 看護職者としての姿勢を身につける。 

学習アウトカムと科目達成レベル表 

学習アウトカム 科目達成レベル 

１．プロフェッショナル 

看護専門職者をめざす者として、それにふさわしい基本的な態度・姿勢の必要性を理解し、

行動できる。 

１） 看護倫理 

① 
生命倫理と看護の倫理の原則を理解し、そ

れに基づき、考え、行動できる。 

● 

実践の基盤と

なる知識を示

せることが単

位認定の要件

である 

② 

生命の尊厳や人権について理解し、人々の

意思決定を支え、擁護に向けた行動をとる

ことができる。 

２) 

習慣・服

装・品位/

礼儀 

① 
状況に適合した、服装、衛生観念、言葉遣

い、態度をとることができる。 

○ 

態度、習慣、価

値観を模擬的

に示せること

が単位認定の

要件である 

② 
時間を厳守し、何事においても真摯に対応

し、積極性や誠実性を示すことができる。 

③ 
自らの誤り、不適切な行為を認識し、正す

ことができる。 

３） 対人関係 ① 
他者に自分の価値観を押しつけず、常に敬

意を払って接することができる。 
○ 

態度、習慣、価

値観を模擬的

に示せること
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が単位認定の

要件である 

４） 
法令等の規

範遵守 

① 
個人情報の取扱いに注意し、守秘義務を守

り、人々のプライバシーを尊重できる。 

○ 

態度、習慣、価

値観を模擬的

に示せること

が単位認定の

要件である 

② 
各種法令、大学等関連諸機関の規定を遵守

することができる。 

２．生涯学習 

看護専門職者として優れた洞察力と応用力を兼ね備え、看護学及び関連の広い分野の科学

的情報を収集・評価し、論理的思考の継続的改善を行うことができる。 

１） 
自己啓発と

自己鍛錬 

① 
看護学・医療の発展、人類の福祉に貢献

することの重要性を理解できる。 

△ 

修得の機会

はあるが、

単位認定に

関係が無い 

② 
看護学に関する情報を、目的に合わせて

効率的に入手することができる。 

③ 

独立自尊の気風を養い、自己管理・自己

評価を行い、自身で責任を持って考え、

行動できる。 

④ 

自らのキャリアをデザインし，自己主導

型学習（自身の疑問や知識・技能不足を

認識し、自ら必要な学習）により、常に

自己の向上を図ることができる。 

３．人間関係の理解とコミュニケーション 

自己を内省する力を養うとともに、他者とのコミュニケーションを通して、他者を理解し、

互いの立場を尊重したよりよい人間関係を築くことができる。 

１） 

看護を必要

とする人々

とのコミュ

ニケーショ

ン 

① 
人々の生命、健康、生活について幅広い関

心を持ち、深く洞察することができる。 

 ◎ 

看護の一部

として実践

できること

が単位認定

の要件であ

る 

② 
人々の社会的背景を理解して尊重するこ

とができる。 

③ 

看護専門職者としてふさわしいコミュニ

ケーションスキルを身につけ、実践でき

る。 

④ 
望ましい健康行動がとれるよう人々の意

思決定を支援することができる。 

２） ① 
人々の健康を支えるチームの一員に看護

の立場から参加し、他職種と協働できる。 

  

 ○ 

基盤となる

態度・スキ
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チームでの

コミュニケ

ーション 

② 

チーム医療におけるリーダーシップの意

義と看護専門職者が果たす役割について

理解することができる。 

ルを示せる

ことが単位

認定の要件

である 

③ 

チームメンバーに対して、尊敬、共感、信

頼、誠実さを示し、看護専門職者としての

責任を果たす重要性を理解することがで

きる。 

④ 

人々に必要な看護が継続されるよう、医療

チームメンバーに適切に情報を提供する

重要性を理解することができる。 

4．知識とその応用 

看護専門職者の基盤となる知識を修得し、科学的根拠に基づき、看護の実践に応用できる。 

      
以下の科目の知識を修得し、学習内容を

説明できる。（学部コースツリー参照） 
    

１） 

豊かな感性

と倫理観を

もつ看護専

門職者 

① 感性を高める科目 

 － 
修得の機会

が無い 

② 倫理性を高める科目 

③ 論理的思考能力を高める科目 

④ 表現力を培う科目 

２） 

創造性豊か

な看護専門

職者 

① 社会の理解を深める科目 

 ④の

み△ 

修得の機会

があるが、

単位認定に

関係が無い 

② 人間の理解を深める科目 

③ 人間の身体機能と病態を理解する科目 

④ 看護の基本となる科目 

⑤ 看護実践の基盤となる科目 

３） 
ニーズに対

応する実践
① 看護実践の応用となる科目  ― 

修得の機会

が無い 
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能力を備え

た看護専門

職者 

② 看護の実践 

③ 看護を統合する科目 

5．看護の実践 

人々が生活するあらゆる場において、あらゆる健康レベルの人々のニーズに基づいた看護

を実践することができる。 

１） 

人々のニー

ズに基づい

た看護の実

践 

① 

人々の健康レベルを、成長発達や日常生活

を取り巻く環境の観点で捉えることがで

きる。 

 △ 

修得の機会

があるが、

単位認定に

関係が無い 

② 

人々が活用できる地域の社会資源、保健・

医療・福祉制度や関係機関の機能と連携に

ついて説明できる。 

③ 

人々の健康に関するニーズを明らかにす

るために、必要な情報を収集し、アセスメ

ントすることができる。 

④ 
健康問題に応じた、根拠に基づく看護を計

画することができる。 

⑤ 
安全で効果的なケアを探求し、あらゆる健

康段階に応じた看護を実践できる。 

⑥ 

看護の対象となる人々、保健医療福祉等の

専門職と協働して、人々がその健康問題を

解決することを支援することができる。 

⑦ 
看護実践を評価し、計画の修正を図ること

ができる。 

⑧ 

地域の人々の健康問題の解決のために、既

存の社会資源の改善や新たな社会資源の

開発、フォーマル・インフォーマルなサー

ビスのネットワーク化、システム化の重要

性を説明できる。 

6．地域社会への貢献 

（１）地域の特性を理解し、人々が住み慣れた地域や家庭で安心して生活できるよう、看護

専門職者としての役割を果たすことができる。 
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（２）福島での大規模複合災害から、災害時に必要となる種々の連携について学び、説明で

きる。 

１） 

地域の人々

の生命と暮

らしを守る 

① 

地域の特性やそこで暮らす人々の生活状

況を理解し、人々が抱える健康問題と関連

する要因や生活背景について説明できる。 
 △ 

修得の機会

があるが、

単位認定に

関係が無い ② 

人々とともに、安心して生活できる地域づ

くりを考え、そのために協働する看護専門

職者の役割について説明できる。 

２） 
福島の災害

から学ぶ 

① 

福島でおこった大規模複合災害を学び、必

要な医療・福祉・保健・行政をはじめとす

る各種連携の実際を理解し、説明できる。 

 － 
修得の機会

が無い 

② 
放射線災害の実際を知り、放射線を科学的

に学び、適切に説明できる。 

③ 

放射線（および災害）に対する地域住民の

不安が理解でき、社会・地域住民とのリス

クコミュニケーションについて説明でき

る。 

7．看護学発展への貢献 

看護学領域での研究の意義や、科学的・論理的思考に基づいて看護学上の課題を解決する

ことの重要性を理解できる。 

１） 科学的・論理的思考 

① 
看護実践を通して、看護学上の

課題を考えることができる。 

 △ 

修得の機会

があるが、

単位認定に

関係が無い 
② 

科学的思考に基づいて看護学

上の課題を解決することの重

要性を説明できる。 

 

テキスト：       

参考書：  

成績評価方法：当該実習総時間数の 5 分の 4 以上出席しなければ単位認定を受けることができない。 

評価は評価表の基準に基づき、実習内容・実習態度・記録・レポートを総合して行う。 

その他（メッセージ等）：看護の基本となる「他者に積極的な関心を持つ」とはどのようなことでしょ

うか。実習を通して、一緒に考えていきましょう。大学とは異なる場所で実習を行うことは、気力体力共

に大きな消耗を伴いますので、自己の体調管理には十分注意してください。  

授業内容(学習項目)  

■実習の概要 
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１．実習期間：平成 30年 10 月 22 日(火)～11 月 15 日(木)       

＊週 1日ずつ(火曜日または木曜日)4 週間にわたり実習施設で実習を行う。                   

２．開講年次および学生数：1年次生 84 名 

３．実習時間数：1単位 45 時間 

４．実習施設：通所介護事業所および通所リハビリテーション事業所 13 ヶ所   

５．実習施設の決定 

各学生の実習施設は、通所介護事業所および通所リハビリテーション事業所とする。 

なお、各施設に配置する学生数は、実習施設の受入状況により、3～4名とする。 

６．実習時間：実習施設での実習時間は、原則 8:30～16:00 とする。 

７．グループ編成 

学生は、2 つのグループ A・B に分かれ、A グループは火曜日、B グループは木曜日に

実習を行う。グループ編成については、別途周知する。 

８．実習評価 

 実習の評価は、最終的には当該科目担当教員が行うが、実習施設の指導者の意見も参 

考とする。実習施設における学習態度の評価は、施設の実習担当者の意見を踏まえて行 

う。対象を尊重する態度、誠実な態度、学習者として望ましい態度において問題と判断 

した学生は減点とする。 

１）必要出席日数 

当該実習総時間数の 5 分の 4 以上出席しなければ単位認定を受けることができない。

実習施設での実習への取り組みのみならず、実習前オリエンテーション、カンファラン

ス、まとめのカンファランスも実習の重要な一部である。2 日以上欠席すると単位認定

を受けることができない。 

２）成績評価の配点 

評価は、実習への取り組み方やカンファランス、まとめのカンファランスへの参加の

仕方（20％）、実習記録（30％）、レポート（50％）を総合して行う。     

 

■実習の展開方法 

１．全体実習オリエンテーション：平成３０年１０月４日（木）１・２限 

２．各施設における実習 

施設の指導者やスタッフから指導を受けて実習を行う。 

３．カンファランス 

１）実習施設におけるカンファランス 

２）学内におけるカンファランス 

４．日々の記録による学びの整理 

５．まとめのカンファランス 

６．レポートによる学びの整理 
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区分名： 感性を高める 

科目名（英語名称含む）： 体育１（Physical Education 1） 

教員名：小川 宏   

開講年次：１年次，学 期：2018 年度  後期 ，必修／選択：選択   

授業形態：演習 ，単位数：1単位 ，時間数：30 時間  

  

概要：各種測定（心拍数測定、身体組成測定）を行い、そのデータをもとに演習を実施する。

また、各スポーツ種目を２週ずつ行う。 

  

学習目標： 1）各種特定結果をもとに、自分の体や健康について理解を深める。 

2）各種スポーツに積極的に挑戦できる。 

3）仲間とのコミュニケーションを積極的に図ることができる。 

4）運動の楽しさや意義について理解を深める。 

  

学習アウトカムと科目達成レベル表 

学習アウトカム 科目達成レベル 

１．プロフェッショナル 

看護専門職者をめざす者として、それにふさわしい基本的な態度・姿勢の必要性を理解し、

行動できる。 

１） 看護倫理 

① 
生命倫理と看護の倫理の原則を理解し、そ

れに基づき、考え、行動できる。 

- 
修得の機会が

ない 
② 

生命の尊厳や人権について理解し、人々の

意思決定を支え、擁護に向けた行動をとる

ことができる。 

２) 

習慣・服

装・品位/

礼儀 

① 
状況に適合した、服装、衛生観念、言葉遣

い、態度をとることができる。 

△ 

修得の機会は

あるが、単位

認定に関係な

い 

② 
時間を厳守し、何事においても真摯に対応

し、積極性や誠実性を示すことができる。 

③ 
自らの誤り、不適切な行為を認識し、正す

ことができる。 

３） 対人関係 ① 
他者に自分の価値観を押しつけず、常に敬

意を払って接することができる。 
△   同上 

４） 
法令等の規

範遵守 
① 

個人情報の取扱いに注意し、守秘義務を守

り、人々のプライバシーを尊重できる。 
- 

 修得の機会

がない  
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② 
各種法令、大学等関連諸機関の規定を遵守

することができる。 

２．生涯学習 

看護専門職者として優れた洞察力と応用力を兼ね備え、看護学及び関連の広い分野の科学

的情報を収集・評価し、論理的思考の継続的改善を行うことができる。 

１） 
自己啓発と

自己鍛錬 

① 
看護学・医療の発展、人類の福祉に貢献

することの重要性を理解できる。 

- 
修得の機会

がない 

② 
看護学に関する情報を、目的に合わせて

効率的に入手することができる。 

③ 

独立自尊の気風を養い、自己管理・自己

評価を行い、自身で責任を持って考え、

行動できる。 

④ 

自らのキャリアをデザインし，自己主導

型学習（自身の疑問や知識・技能不足を

認識し、自ら必要な学習）により、常に

自己の向上を図ることができる。 

３．人間関係の理解とコミュニケーション 

自己を内省する力を養うとともに、他者とのコミュニケーションを通して、他者を理解し、

互いの立場を尊重したよりよい人間関係を築くことができる。 

１） 

看護を必要

とする人々

とのコミュ

ニケーショ

ン 

① 
人々の生命、健康、生活について幅広い関

心を持ち、深く洞察することができる。 

 〇 

基盤となる

態度、スキ

ルを示せる

ことが単位

認定の要件

である 

② 
人々の社会的背景を理解して尊重するこ

とができる。 

③ 

看護専門職者としてふさわしいコミュニ

ケーションスキルを身につけ、実践でき

る。 

④ 
望ましい健康行動がとれるよう人々の意

思決定を支援することができる。 

２） 

チームでの

コミュニケ

ーション 

① 
人々の健康を支えるチームの一員に看護

の立場から参加し、他職種と協働できる。 

  

 〇 
同上 ② 

チーム医療におけるリーダーシップの意

義と看護専門職者が果たす役割について

理解することができる。 

③ 
チームメンバーに対して、尊敬、共感、信

頼、誠実さを示し、看護専門職者としての
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責任を果たす重要性を理解することがで

きる。 

④ 

人々に必要な看護が継続されるよう、医療

チームメンバーに適切に情報を提供する

重要性を理解することができる。 

4．知識とその応用 

看護専門職者の基盤となる知識を修得し、科学的根拠に基づき、看護の実践に応用できる。 

      
以下の科目の知識を修得し、学習内容を

説明できる。（学部コースツリー参照） 
    

１） 

豊かな感性

と倫理観を

もつ看護専

門職者 

① 感性を高める科目 

 〇 

基盤となる

知識を示せ

ることが単

位認定の要

件である 

② 倫理性を高める科目 

③ 論理的思考能力を高める科目 

④ 表現力を培う科目 

２） 

創造性豊か

な看護専門

職者 

① 社会の理解を深める科目 

△ 

修得の機会

があるが、

単位認定に

関係ない 

② 人間の理解を深める科目 

③ 人間の身体機能と病態を理解する科目 

④ 看護の基本となる科目 

⑤ 看護実践の基盤となる科目 

３） 

ニーズに対

応する実践

能力を備え

た看護専門

職者 

① 看護実践の応用となる科目 

 - 
修得の機会

がない 
② 看護の実践 

③ 看護を統合する科目 

5．看護の実践 
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人々が生活するあらゆる場において、あらゆる健康レベルの人々のニーズに基づいた看護

を実践することができる。 

１） 

人々のニー

ズに基づい

た看護の実

践 

① 

人々の健康レベルを、成長発達や日常生活

を取り巻く環境の観点で捉えることがで

きる。 

 - 
修得の機会

がない 

② 

人々が活用できる地域の社会資源、保健・

医療・福祉制度や関係機関の機能と連携に

ついて説明できる。 

③ 

人々の健康に関するニーズを明らかにす

るために、必要な情報を収集し、アセスメ

ントすることができる。 

④ 
健康問題に応じた、根拠に基づく看護を計

画することができる。 

⑤ 
安全で効果的なケアを探求し、あらゆる健

康段階に応じた看護を実践できる。 

⑥ 

看護の対象となる人々、保健医療福祉等の

専門職と協働して、人々がその健康問題を

解決することを支援することができる。 

⑦ 
看護実践を評価し、計画の修正を図ること

ができる。 

⑧ 

地域の人々の健康問題の解決のために、既

存の社会資源の改善や新たな社会資源の

開発、フォーマル・インフォーマルなサー

ビスのネットワーク化、システム化の重要

性を説明できる。 

6．地域社会への貢献 

（１）地域の特性を理解し、人々が住み慣れた地域や家庭で安心して生活できるよう、看護

専門職者としての役割を果たすことができる。 

（２）福島での大規模複合災害から、災害時に必要となる種々の連携について学び、説明で

きる。 

１） 

地域の人々

の生命と暮

らしを守る 

① 

地域の特性やそこで暮らす人々の生活状

況を理解し、人々が抱える健康問題と関連

する要因や生活背景について説明できる。 

 - 
修得の機会

がない 
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② 

人々とともに、安心して生活できる地域づ

くりを考え、そのために協働する看護専門

職者の役割について説明できる。 

２） 
福島の災害

から学ぶ 

① 

福島でおこった大規模複合災害を学び、必

要な医療・福祉・保健・行政をはじめとす

る各種連携の実際を理解し、説明できる。 

 - 
修得の機会

がない 

② 
放射線災害の実際を知り、放射線を科学的

に学び、適切に説明できる。 

③ 

放射線（および災害）に対する地域住民の

不安が理解でき、社会・地域住民とのリス

クコミュニケーションについて説明でき

る。 

7．看護学発展への貢献 

看護学領域での研究の意義や、科学的・論理的思考に基づいて看護学上の課題を解決する

ことの重要性を理解できる。 

１） 科学的・論理的思考 

① 
看護実践を通して、看護学上の

課題を考えることができる。 

 - 
修得の機会

がない 
② 

科学的思考に基づいて看護学

上の課題を解決することの重

要性を説明できる。 

 

テキスト：指定しない      

参考書： 必要に応じ授業の中で提示する 

成績評価方法：授業への出席、参加と参加態度により評価する 

その他（メッセージ等）：授業に積極的に参加し、実際に体を動かしながら運動と健康につ

いて理解を深めていくことが大切です。 

授業内容(学習項目)  

回数 項目 内容（キーワード等） 

第１回 心拍数測定演習 ３種類の速度で走り、自分の最適運動強度を知る 

第２回 テニス（１） 基本練習、簡易ゲーム 

第３回 テニス（２） 応用練習、ゲーム 

第４回 ソフトバレーボール（１） 基本練習、ゲーム 

第５回 ソフトバレーボール（２） 応用練習、ゲーム 

第６回 バドミントン（１） 基本練習、ゲーム 

第７回 バドミントン（２） 応用練習、ゲーム 
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第８回 身体組成測定 体重、体脂肪率、筋肉量等を測定する 

第 9 回 バスケットボール 基本練習、簡易ゲーム 

第 10回 バスケットボール（２） 応用練習、ゲーム 

第 11回 卓球（１） 基本練習、ゲーム 

第 12回 卓球（２） 応用練習、ゲーム 

第 13回 選択種目（１） バレー、バスケ、バド、卓球から各自選択 

第 14回 選択種目（２） バレー、バスケ、バド、卓球から各自選択 

第 15回 身体組成測定、まとめ 身体組成についてのフィードバック 
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区分名： 感性を高める 

科目名（英語名称含む）：美術（art） 

教員名：渡邊 晃一   

開講年次：１年次，学期：2018 年度  後期 ，必修／選択：選択   

授業形態：講義，単位数：2単位 ，時間数：30時間  

  

概要：本講義は、美術と医学との関連を提案していきます。芸術療法やホスピタル・アート・

マネージメントとも重ねながら、主に美術作品を実制作する中で、世界の見方を広げ、精神

的な喜びと表現の豊かさを伝えていきたいと思います。 

 

学習目標：1) 授業内容に知的関心をもって、意欲的に取り組むことができる。 

2) 自らの発想の能力を高め、計画的に創意工夫することができる。 

3) 美的感性を養い、今日の芸術文化を理解することができる。 

 

 

学習アウトカムと科目達成レベル表 

学習アウトカム 科目達成レベル 

１．プロフェッショナル 

看護専門職者をめざす者として、それにふさわしい基本的な態度・姿勢の必要性を理解し、

行動できる。 

１） 看護倫理 

① 
生命倫理と看護の倫理の原則を理解し、そ

れに基づき、考え、行動できる。 

○ 

態度、習慣、

価値観を模擬

的に示せるこ

とが単位認定

の要件である 

② 

生命の尊厳や人権について理解し、人々の

意思決定を支え、擁護に向けた行動をとる

ことができる。 

２) 

習慣・服

装・品位/

礼儀 

① 
状況に適合した、服装、衛生観念、言葉遣

い、態度をとることができる。 

○ 

態度、習慣、価

値観を模擬的

に示せること

が単位認定の

要件である 

② 
時間を厳守し、何事においても真摯に対応

し、積極性や誠実性を示すことができる。 

③ 
自らの誤り、不適切な行為を認識し、正す

ことができる。 

３） 対人関係 ① 
他者に自分の価値観を押しつけず、常に敬

意を払って接することができる。 
◎ 

看護実践の場

で看護職とし

ての態度、習

慣、価値観を
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示せることが

単位認定の要

件である 

４） 
法令等の規

範遵守 

① 
個人情報の取扱いに注意し、守秘義務を守

り、人々のプライバシーを尊重できる。 

○ 

態度、習慣、価

値観を模擬的

に示せること

が単位認定の

要件である 

② 
各種法令、大学等関連諸機関の規定を遵守

することができる。 

２．生涯学習 

看護専門職者として優れた洞察力と応用力を兼ね備え、看護学及び関連の広い分野の科学

的情報を収集・評価し、論理的思考の継続的改善を行うことができる。 

１） 
自己啓発と

自己鍛錬 

① 
看護学・医療の発展、人類の福祉に貢献

することの重要性を理解できる。 

○ 

基盤となる

態度、習

慣、スキル

を示せるこ

とが単位認

定の要件で

ある 

② 
看護学に関する情報を、目的に合わせて

効率的に入手することができる。 

③ 

独立自尊の気風を養い、自己管理・自己

評価を行い、自身で責任を持って考え、

行動できる。 

④ 

自らのキャリアをデザインし，自己主導

型学習（自身の疑問や知識・技能不足を

認識し、自ら必要な学習）により、常に

自己の向上を図ることができる。 

３．人間関係の理解とコミュニケーション 

自己を内省する力を養うとともに、他者とのコミュニケーションを通して、他者を理解し、

互いの立場を尊重したよりよい人間関係を築くことができる。 

１） 

看護を必要

とする人々

とのコミュ

ニケーショ

ン 

① 
人々の生命、健康、生活について幅広い関

心を持ち、深く洞察することができる。 

 ◎ 

看護の一部

として実践

できること

が単位認定

の要件であ

る 

② 
人々の社会的背景を理解して尊重するこ

とができる。 

③ 

看護専門職者としてふさわしいコミュニ

ケーションスキルを身につけ、実践でき

る。 

④ 
望ましい健康行動がとれるよう人々の意

思決定を支援することができる。 
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２） 

チームでの

コミュニケ

ーション 

① 
人々の健康を支えるチームの一員に看護

の立場から参加し、他職種と協働できる。 

 ○ 

  

基盤となる

態度、スキ

ルを示せる

ことが単位

認定の要件

である 

② 

チーム医療におけるリーダーシップの意

義と看護専門職者が果たす役割について

理解することができる。 

③ 

チームメンバーに対して、尊敬、共感、信

頼、誠実さを示し、看護専門職者としての

責任を果たす重要性を理解することがで

きる。 

④ 

人々に必要な看護が継続されるよう、医療

チームメンバーに適切に情報を提供する

重要性を理解することができる。 

4．知識とその応用 

看護専門職者の基盤となる知識を修得し、科学的根拠に基づき、看護の実践に応用できる。 

      
以下の科目の知識を修得し、学習内容を

説明できる。（学部コースツリー参照） 
    

１） 

豊かな感性

と倫理観を

もつ看護専

門職者 

① 感性を高める科目 

 ◎ 

看護の場に

知識を応用

できること

が単位認定

の要件であ

る 

② 倫理性を高める科目 

③ 論理的思考能力を高める科目 

④ 表現力を培う科目 

２） 

創造性豊か

な看護専門

職者 

① 社会の理解を深める科目 

◎ 

看護の場に

知識を応用

できること

が単位認定

の要件であ

る 

② 人間の理解を深める科目 

③ 人間の身体機能と病態を理解する科目 

④ 看護の基本となる科目 

⑤ 看護実践の基盤となる科目 
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３） 

ニーズに対

応する実践

能力を備え

た看護専門

職者 

① 看護実践の応用となる科目 

 △ 

修得の機会

があるが、

単位認定に

関係ない 

② 看護の実践 

③ 看護を統合する科目 

5．看護の実践 

人々が生活するあらゆる場において、あらゆる健康レベルの人々のニーズに基づいた看護

を実践することができる。 

１） 

人々のニー

ズに基づい

た看護の実

践 

① 

人々の健康レベルを、成長発達や日常生活

を取り巻く環境の観点で捉えることがで

きる。 

 ● 

実践の基盤

となる知識

を示せるこ

とが単位認

定の要件で

ある 

② 

人々が活用できる地域の社会資源、保健・

医療・福祉制度や関係機関の機能と連携に

ついて説明できる。 

③ 

人々の健康に関するニーズを明らかにす

るために、必要な情報を収集し、アセスメ

ントすることができる。 

④ 
健康問題に応じた、根拠に基づく看護を計

画することができる。 

⑤ 
安全で効果的なケアを探求し、あらゆる健

康段階に応じた看護を実践できる。 

⑥ 

看護の対象となる人々、保健医療福祉等の

専門職と協働して、人々がその健康問題を

解決することを支援することができる。 

⑦ 
看護実践を評価し、計画の修正を図ること

ができる。 

⑧ 

地域の人々の健康問題の解決のために、既

存の社会資源の改善や新たな社会資源の

開発、フォーマル・インフォーマルなサー

ビスのネットワーク化、システム化の重要

性を説明できる。 

6．地域社会への貢献 
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（１）地域の特性を理解し、人々が住み慣れた地域や家庭で安心して生活できるよう、看護

専門職者としての役割を果たすことができる。 

（２）福島での大規模複合災害から、災害時に必要となる種々の連携について学び、説明で

きる。 

１） 

地域の人々

の生命と暮

らしを守る 

① 

地域の特性やそこで暮らす人々の生活状

況を理解し、人々が抱える健康問題と関連

する要因や生活背景について説明できる。 
 ◎ 

実践できる

ことが単位

認定の要件

である ② 

人々とともに、安心して生活できる地域づ

くりを考え、そのために協働する看護専門

職者の役割について説明できる。 

２） 
福島の災害

から学ぶ 

① 

福島でおこった大規模複合災害を学び、必

要な医療・福祉・保健・行政をはじめとす

る各種連携の実際を理解し、説明できる。 

 △ 

修得の機会

があるが、

単位認定に

関係ない 

② 
放射線災害の実際を知り、放射線を科学的

に学び、適切に説明できる。 

③ 

放射線（および災害）に対する地域住民の

不安が理解でき、社会・地域住民とのリス

クコミュニケーションについて説明でき

る。 

7．看護学発展への貢献 

看護学領域での研究の意義や、科学的・論理的思考に基づいて看護学上の課題を解決する

ことの重要性を理解できる。 

１） 科学的・論理的思考 

① 
看護実践を通して、看護学上の

課題を考えることができる。 

 ● 

実践の基盤

となる知識

を示せるこ

とが単位認

定の要件で

ある 

② 

科学的思考に基づいて看護学

上の課題を解決することの重

要性を説明できる。 

 

テキスト： テキストは使用せず、プリントを配布する。 

万華鏡などの材料費(500 円程度）が必要になります。 

参考書： 養老孟司、布施英利「解剖の時間」哲学書房、 1987 年 

           三木成夫「生命形態学序説」うぶすな書院、1989年 

           谷川渥監修、渡邊晃一他編著「絵画の教科書」日本文教出版、2001年 

成績評価方法： •参加態度、成果点：4 点満点x15 回=60点 
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•課題作品による成果点： 15点満点x2回=30点 

•レポート：10 点 

その他（メッセージ等）：看護と関連する美術、芸術、アートについて幅広く学びます。

絵画を描くのが苦手だと思っている方々の受講も歓迎します。 

 

授業内容(学習項目)  

回数 項目 内容（キーワード等） 

第１回 美術、芸術とは？ 「美」と「藝」 

第２回 アートと自然／文化と文明 本当の「空」 

第３回 季節のカード① 「型」と「形」 

第４回 季節のカード② 「樹」と「結晶」 

第５回 季節のカード③ 「色」の記憶 

第６回 鑑賞／脳と心 視覚像と知覚 

第７回 モダンテクニック① 「象」の像 

第８回 モダンテクニック② 生命形態の「枝分かれ」 

第９回 モダンテクニック③ 根源形象の「螺旋」 

第 10回 鑑賞／身体と文化 表象文化 

第 11回 万華鏡① 重い「光」 

第 12回 万華鏡② 触れる「虚像」 

第 13回 万華鏡③ 抽象の「華」 

第 14回 鑑賞／芸術療法について① ホスピタル・アート・マネージメント 

第 15回 鑑賞／芸術療法について② アルス・メディカ 

 

 


